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１　研究の背景と目的
（1）研究の背景
　近年は観光における食の役割が注目され、
「国内宿泊旅行、海外宿泊旅行をしてみたい
と思う動機」では、「旅先のおいしいものを
求めて」が一位となっている。さらに「行っ
てみたい旅行タイプ」は、「温泉旅行」「自然
観光」に続いて、「グルメ」があがっている 1）。
近世の旅行案内本にも食に関する記述が多く
残されているように、旅行において食事は欠
かせない要素であるといえよう。
　温泉地においては、多くの宿泊施設が「1
泊2食付」の宿泊料金を基本としているため、
旅行者は夕朝の食事を宿泊施設でとる。その
ため、「温泉地における食」といった場合は、
旅館をはじめ宿泊施設の料理がその比重を占
めているといえよう。しかし近年では泊食分
離や温泉街での食の魅力づくりも含めて、多
様な挑戦が試みられている 2）。
　歴史を振り返ればこうした「1泊2食付」の
形態は、近代以降に発展したものであり 3）、
近世後期の温泉地は療養・保養を中心とした
長期滞在地であった 4）。これが変化したのは
近代以降である。温泉地の変容に関しては、
医学面の変容、法制度の変化、交通の発展、
政府の政策などから考察され、これらの研究
により近代の温泉地は、西洋医学の流入によ
る従来の温泉医学への信頼低下 5）、私有財産

性の導入による温泉地開発、交通の発展によ
る滞在の短期化などが諸要因となり、温泉地
の開発と「歓楽化」が進んだと指摘されてい
る 6）。特に山村は交通機関の発達による短期
滞在観光者の増加、それに伴う入湯圏の広域
化を挙げ、これにより宿泊形態も自炊から食
事付に、固定客から不特定多数の客にと変化
を遂げたと指摘している 7）。さらに多くの温
泉地が宣伝を始めて、激しい競争を展開し
た 8）。近代のマスツーリズムにおける観光化
は、長期滞在地としての魅力ある空間を衰退
させ 9）、戦後は画一化された歓楽温泉地を生
み出し、今日に連なる多くの問題を引き起こ
したと指摘されている 10）。
（2）研究目的と研究手法
　近世から近代にかけての温泉地の「食」の
変容に関しては、自炊の変化、「1泊2食付」
という料金体系など 11）から論じられてきた。
しかし、観光者のニーズが多様化し、多彩な
滞在型が求められるなか、改めて歴史におけ
る温泉地の「食の役割と変容」について考察
する必要があろう。
　本研究では近世から近代初期にかけての紀
行文・日記、案内記、広告等を対象に、温泉
地の食に関する記述を収集し、近世中期から
後期の温泉地における「食」の実態を分析し
たうえで、近代の温泉地における食の役割の
変化について考察する。
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２　近世における温泉地の食
（1）湯治と長期滞在生活の構造
　新常は近世旅行史の視点から、近世は旅の
諸条件が整備されたが、人々は無条件で旅行
に出かけられたのはなく、「参詣」、「湯治」
の名目が必要であり、この2つの旅は日本に
おける「旅の大衆化」の契機となったと指摘
した 12）。これ以降、温泉地の歴史、医学と
湯治の様相 13）等の研究が行われ、近年では
温泉地域側の成り立ちと運営 14）、温泉を産
業化していく過程 15）、湯治者の観光行動 16）

等、地域側の取り組みの詳細を考察した研究
も進んでいる。
　温泉地域の集落の発達については、近世に
は温泉集落の基本型が確立し、各藩が湯銭を
とり、藩の財政を潤すために湯治場を保護し
た事が温泉地の発展を促し、三廻り程度の滞
在が定着していた 17）。
　さらに、長期間にわたり温泉地で生活が行
えた社会的構造として、武井ほかにより次の
3点が指摘されている。①温泉医療が社会的
に求められており、治療として認められてい
たこと、②農閑期に湯治をした民衆の多数を
占める農民、藩から「湯治休暇」がもらえる
藩士、豊かな商人など自由に休暇が得られる
人々の存在があったこと、③江戸時代の温泉
地は、多様なランクの宿が選べたほか、食事
に関しても自炊、賄い付きなど選択ができた
ことがある。また、必要な調理器具の鍋、釜
などの日常の設備も各自が借りることも持ち
込みも選択でき、各自の所得水準にあった生
活ができた。こうした湯治に対する社会的認
知の浸透、長期休暇を取得できる人々の存
在、各自の経済状況に応じた生活の選択可能
性が、温泉地における長期滞在生活を可能
にしていた 18）。
　近世の温泉地において、「温泉の本質は病
気治療の現場」19）であり、湯治者は療養のた
めに長期滞在しながら、「入湯の客は大半自
分賄ひ也」（『有馬入湯入用記』1866年）のよ
うに、自ら煮炊きする自炊生活でもあった。

　しかし、近世初期から栄えていた有馬温泉
は、後期には温泉管理の悪さ、宿泊費などの
高騰、遊興客を優遇して自炊客をぞんざいに
扱うなどの対応の悪さから、湯治場としての
本来の機能を失い、湯治者の減少を招いた20）。
　この変化は、箱根で「一夜湯治」が公認さ
れ 21）、浅間温泉でも善光寺詣と一夜湯治が
非公認ながら組み合わされていったほか 22）、
宮城県秋保温泉でも、1637（寛永14）年の利
用者41人程度から1805（文化2）年には延べ
1万人を超え、保養と遊山をかねる短期滞在
者も増加 23）するなど各地でみられる。地域
により違いはあるが、近世後期にかけて温泉
地は遊山的な要素が強くなった。こうしたな
か、「一般の庶民の日常生活に題材求めた 24）」
滑稽本にも温泉地での「食」が描かれるよう
になる。
（2）滑稽本に描かれた自炊
　滑稽本の代表的作品とされる『東海道中膝
栗毛』（1802～ 09年）などは、寛政の改革
の出版統制を受けた後、社会風刺を除き娯楽
性に特化したものである。この時代には本屋
主導の刊行となり、読者は家庭に出入りする
貸本屋から借りて読むことが中心であった
が、気に入れば近所の貸本屋や本屋で購入し
ており、作者も職業として宣伝に努めるよう
になった 25）。読みやすい配慮がされた娯楽

図１　温泉地での自炊
（出典）『上州草津温泉道中 続膝栗毛十編』。
国立国会図書館デジタルアーカイブ転載。
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性の高い作品は、主に庶民層に支持されて大
流行し、十返舎一九の『上州草津温泉道中続
膝栗毛』（1820年）（図1）、大根土成『滑稽
有馬紀行』（1827年）、滝亭鯉丈・為永春水『温
泉土産 箱根草』（1844年）（図2）など、温
泉地が題材になった滑稽本も刊行された。こ
れらはともに、滑稽本の形式を取りながら、
温泉地を案内している共通点がある。特に
『滑稽有馬紀行』は、滑稽本と言うよりは案
内の要素が強く 26）、温泉への「楽しみの旅」
と「温泉地案内」を融合した本であった。こ
れは不特定多数の人々にむけて娯楽的に書か
れたものであり、温泉に関する情報を広く大
衆に伝える役割を果たしていた。この中で自
炊は下記のように描かれている。

　●『上州草津温泉道中続膝栗毛』
北「サァサァ これから飯を焚にやァならねへ」
弥「おれがミそをすつてやろう。手めへ米を
とげ」
　●『滑稽有馬紀行』
才「ナニサ、今夜から、てめへめしだぜ」
太郎「フン、そんならめしはないか」
才「追付酒だ。めしをくふと酒がまずい」

　上記の物語で描かれたように、湯治場での
生活はまさに「今夜からてめへめし」であり、
そのため宿から買い物する方法を教えてもら

う 27）、自炊のために宿に売りに来た食料品
を購入したりする様子が描かれている。『上
州草津温泉道中続膝栗毛』では、商人から食
材を購入した後、自分達で食事を作るが失敗
して大騒ぎをしたため、隣室の人から漬け物
などを譲ってもらい、漬物と飯、汁物だけで
すませる様子が描かれている 28）。
（3）湯治者が入手できる食材
　各自に応じた滞在スタイルを持つことがで
きるなか、湯治者が記した日記などには、購
入した食材が購入金額などと記されているこ
とも多く、湯治者にとって食事にかかる費用
は大きな要素であったことがわかる。
　1815（文化12）年に、草津温泉に訪れた深
谷の旅籠屋の主人、春山金兵衛（やまとの哥
成）が『旅にっき』に湯治滞在中の費用を書き
残している（表1）。
　哥成は39歳頃と推定され、温泉に入りな
がら、周辺の名所を廻り、湯治仲間と交流を
持ちながら、8月2日～ 17日（15泊）間にわ

表１　『旅にっき』にみる滞在費①

図２　宿への魚の販売
（出典）「温泉土産 箱根草」

『神奈川県郷土資料集成 第10輯』（1983）。 （出典）「旅にっき」『草津温泉誌』（1976）より筆者作成。
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たり滞在生活を過ごしている。
　帰宅時に「宿」に支払った代金の記録では、
「宿代」、「仕出料」「はし一膳」「下駄」のほか、
あぶらを4回、茶、ミソを3回、薪、米、正
ゆ等を2回にわたり購入しており、滞在生活
でそれらの需要が高かったがわかる。
　また、後述する「茶代」のほか宿の番頭や
滞在中の食事の世話をしてくれた「飯たき」
等にも心付けや費用を渡している（表2）。
　この「飯たき」は、費用を渡すと滞在中の
食事の世話をしてくれる人々を指し、主に女
性が多かった。また料金に ｢水汲み｣ がはい
っており、これもまた費用を払えば生活用の
清水を運んでくれるサービスであった。それ
では湯治者はどのような食材を購入していた
のであろうか。『草津薬泉之記』（1755年）
には今後の手引きとして、どのような食品が
購入でき、借りられるかが記されている（表
3）。

　この本の中では酒、油といったものは宿か
ら賃貸できるほか、主食、さまざまな野菜、
魚、豆、そしてお菓子などは宿にくる商人か
ら購入できるとしている。
　また、草津温泉では、18世紀後半以降、
温泉宿が副業として新たに飲食等の諸営業の
許可をもらい営業を始めており 29）、素朴で
はあるが滞在の方法に合わせて様々な食材や
惣菜が入手できたと考えられる。
　有馬温泉でも、「近在の商人又魚荷なども
あまた来る」（『有馬之日記』、1738年）と記
述されており、さまざまな人が売りに来て充
実した品揃であったと考えられる。また、温
泉地の宿には先述した商人たちのほかにも、
近隣の人々も荷物を背負って宿を訪れてい
る。鳴子温泉郷のような山に囲まれた地域で
も、女性達が朝は山芋、ゆり、わらび、串柿、
漬け物などを売りに来て、朝食後は、もち、
だんご等を売りにくるので、「山のおくなれ
ど、何事もたらさることなし」（『撫子日記』、
1861年）と記録されている。
　充実した品揃えの温泉地がある一方で、
「養生一通りの所也」という地域もあった（『従
花巻夏油温泉迄一見記』、1747年）。ここは
宿泊代が一廻り：米壱升と銭弐拾文であり、
燃料は鉞をもって自ら造り、食料も菜の物、
みづうど等を自身で収穫していた。そのた
め、本の中では湯治客の持参したほうがいい

表２　『旅にっき』にみる滞在費②

（出典）「旅のにっき」『草津温泉誌』より筆者作成。

表３　草津温泉における食材

（注）「草津薬泉之記」『草津温泉繁盛誌－江戸期草津温泉資料集成－』、『草津温泉誌』より筆者作成。
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持ち物として、米、味噌、衣類などを挙げ、
「菜物は湯にはミづうどの外なし、むりでも
持参すべし」と強く勧めている。このような
地域差に加え、同じ温泉地でも個人による温
泉地の「食材」は異なっていた。
　しかし、温泉地が形成され整備されていく
に伴い、賑わう温泉地では多様な食材が購入
でき、湯治者の選択により食生活が選択でき
るようになっていったと考えられる。
（4）生活を支える役割としての食
　─滞在生活における自炊の形態─
　温泉地は山奥の秘湯から大都市に近い温泉
集落もあり、地域性により温泉地の状況は異
なっていたうえ、湯治者の経済状況もあり、
「自炊」といっても多様性があった。これら
を分析すると、自炊の形態は主に三点に分類
することができる。
①自給自足型
　湯治者は食料を自ら持参したうえで、滞在
地周辺で自給自足に近い生活をする。『従花
巻夏油温泉迄一見記』によると、この温泉は
4月上旬から8月下旬までしか湯治できない
場所で、湯守りはいるが簡素な小屋があるだ
けであった。希望者には湯守が蓄えていた米
を販売していたとある。ここでは湯治者が自
ら鉞（まさかり）を持ち、燃料を作り、菜の
もの・ミヅうどなどを収穫して食料とし、な
た包丁を持って刻むか、さもなくば手もみに
して食すとある。まさにここは「養生一通り
の所也」であった。
②食料購入型
　湯治者は一定の食料を持参、購入もしくは
借りたりしながら、自炊生活を行う。これら
は味噌・醤油などは宿から賃貸し、野菜、大
豆製品、魚などや、副菜（完成品）を購入す
ることも可能であった。有馬温泉で「さて、
此里は朝夕の物（食）なんどもよろづた（足）
らはぬ事なく、ちかき所々の里人の荷ひはこ
びてまう（参）でゝ、京、大坂にもをさをさ
おとらず、市をなしてうり侍るはいとにぎは
（賑）ゝしきわざにて、よき見物にも侍り」

（『有馬日記』、1781年）とあり、市などに商
品をもって近隣の里人が訪れるなど、食材豊
富にあったことがみてとれる。東北の鳴子温
泉郷でも「野菜等ハ近地ヨリ持来リ、朝ニ街
ニ市シテコレヲ売ル」（『浴陸奥温泉記』）な
ど市場、地域の行商人からも購入できた。ま
た熱海の湯宿には「十二三ばかりのをとめの、
門明ると入来りて『くだもの・もちひ、買給
へ』と重箱にいれ来る」（『玉匣両温泉路記』、
1839年）と地域の人々が売りに来ていた。
③賄（まかない）型
　湯治者が調理するのではなく、料理を宿な
どに提供してもらう。草津には「飯たき」「壺
廻女」がおり、湯治者の世話をしていた。「飯
たき老女」は、一回り毎の料金を支払い、副
食材料を湯治者が買って与えると、朝夕の食
事の支度をした。このほかにも相部屋で込み
すぎた場合は、部屋で調理できず、宿から料
理を買うことになる場合もあった（『草津繁
盛記』、1865年）。しかし、宿からの「附食」
は料金が高くなるから避けた方が良いともあ
り（『草津薬泉之記』）、湯治客の多くは滞在
費を抑えるために質素な食事を基本としなが
ら生活していたことがうかがえる。
　以上のように、「自炊」といっても、温泉
地の状況、湯治者の経済状況、体調などによ
り、多様な形態があったといえよう。

３　滞在における食の役割
（1）滞在の節目としての役割
　温泉地における食は単に栄養素としての
「食」だけではなく、温泉地滞在の様々な場
面で登場している。国学者である跡部良顕の
『伊香保紀行』（1698年）には、「士農工商と
もに病ありて温泉に浴する事、二廻り三廻り
の間は其業をやめ、世事の繁多なるを忘れ」
とあり、湯治者は滞在期間、日常生活から離
れて生活をしていた様子が伺える。
　温泉地の滞在生活に関する史料を調べてい
ると、この「廻（まわり）」という言葉が散見
され、「今日なん二廻りにもなぬれは」（『有
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馬入湯入用記』）など、人々が「廻り」を一つ
の行動基準としている様子がうかがえる。
　「廻り」は『日本国語大辞典』で「湯治や服薬
療法などの日数について、普通、七日を単位
として、一まわりという」とあるように、湯
治の治療期間を表す言葉である。温泉地への
旅を道中記等から調査すると、①旅立ち、②
往路の道中、③湯治場での長期滞在、④復路
の道中、⑤帰宅という形式をとっていた。そ
して、③温泉地での滞在においては、療養の
ために長期にわたり滞在することが医学的に
求められており、「一廻り」という医療的な
タームが存在していたといえる。そして、そ
の節目にも「食」が登場している。
　湯治宿は自炊が中心ではあるが、到着した
日には、宿から「落付一飯宿よりさしいたす」
ことがあった 30）。また、到着したお祝いに
尾ひれのある鯛を買う例や酒宴を行う例が見
られた 31）。これらからは長い旅を終え、目
的地に到着したことへの安堵の思いが見て取
れる。温泉地での長期滞在は、日常とは離れ
ているが、一つの場所に長期間滞在し、自炊
をして、仲間をつくるという生活体験型の
「異日常」生活であった。
　しかし、旅の道中はむしろ毎日のように場
所を移動し、目新しい物に出会う「非日常」
であった。つまり長い道中をへて、旅の目的
地に着くことは「非日常」から「異なる日常」
へ移り変わることでもあったと考えられる。
　こうした視点から見ると、長い旅の道中を
終え、温泉地に到着することは、まさに「落
ちつきたる祝ひ」の喜びであった。こうした
節目の行為は、一廻り目のお祝いに宿主がお
客に赤飯 32）を送る、また旅立ちの際には湯
治客同士で旅立ちの宴を開いたり 33）、宿が
「黄飯」を炊いて祝うことなどからも見て取
れる。「黄飯」を送られた湯治者は珍しさを
喜びながらも、手間をかけたことに心苦しさ
を感じ、宿主に感謝している 34）。まさに節
目と思いを伝える役割が「食」に込められて
いた。

（2）交流を育み、行動範囲を広げる役割
　『塔沢紀行』（1694年）では「今、温泉に浴
して去れば、東話西談南北の人」と記述され
ており、湯治場には多様な地域から人々が集
っている様子がうかがえる。橘南谿は、『西
遊記』（1795年）のなかで不知火見学に集ま
った人々が、顔も見えないなか酒をとりだ
し、小唄、太鼓、三味線などの芸を尽くして
戯れ遊ぶのをみて、「隔てなくむつびかたら
ふ事、有馬、但馬など、温泉の場の交の如し」
と記述している。見も知らぬ者同士が、酒を
酌み交わし、遊び戯れる様子を『温泉場の交
の如し』と表されることは、温泉地独特の交流
が周知のものであったと指摘されている 35）。
　『有馬之日記』では、江戸中期の俳人で医
者の井上布門が湯治のため有馬温泉に行き、
16日間の逗留中、10日間以上外出し、滝見
物、登山、寺社参詣、連句等を行い、湯治の
傍ら「酒宴」や飲食も含む様々な行為を楽し

　（出典）『有馬之日記』により筆者作成。

表４　『有馬之日記』（1738年）にみる
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んでいる様子がうかがえる（表4）。
　井上は一見すると遊びに行ったのかと思え
るが、入浴もしており、帰宅の際に「けふは
形も健に心もいさミ目出度キ帰路にむかふ
て、ひとへに名湯の効」と述べるなど、湯治
という意識も持ち合わせている。
　こうした温泉における交流と食は、案内
本、日記、絵図などにも描かれており、温泉
地の楽しみの一つであったことがうかがえ
る。草津温泉で、18世紀後半以降に新たに
飲食等の諸営業を許可したのは、旅行者の消
費活動を促すとともに、外湯等を広範囲に設
置することで、温泉地内における旅行者の行
動の分散化を図ったと指摘されている 36）。
　このように「食」という魅力を温泉地内に
点在させることで、人々の行動範囲を広げ、
回遊性を高める役割も担っていたといえよ
う。この背景には地域ならではの食の役割も
存在していた。
（3）地域を味わう食の役割
　熱海・箱根に行った沼田藩士は、熱海の地
域の風習として、起きると先ず、くだもの・
餅の類を茶うけとして食べ、その後にご飯を
食べるので、朝になるとそうした食べ物を宿
に売りに来ると記している（『玉匣両温泉路
記』）。また、彼自身も宿で「浜より鮑を持き
れたり。もとめて、ふくら煮」して食べたり、
海辺の走湯に行った際に、「このあたりの海
士は、多くは蚫取をわざとすれども、まれに
は釣網船もありときく」など、地域の状況を
把握したうえで、「とりおきたるうを（魚）あ
らん」などと尋ね、地魚を求めて帰っている。
夜はこの魚を調理し、「うを（魚）煮てかれ飯
たうべたるに、うをの味ひことなり」と新鮮
な地域の食を味わっている。また、箱根の滞
在で、同行者が川に行き、山女魚を釣り上げ
てきた際には、「海のうをよりめずらしく」
とすぐに調理して食べている。
　こうした地域の食だけではなく、箱根の各
地を散策した際に「この里の蕎麦は、信濃国
の名ある里より出すよりも、味ひことなるよ

し」と蕎麦を味わっている。この蕎麦屋は、
店の前にある谷川で山女魚が取れ、それを取
りに来る「湯あみにきたまへる都人」むけに
そばを出しているという 37）。ほかの旅行者
も、箱根滞在中に湖畔の店から「湖水の産赤
はら魚」を持ち帰り味わったり、湯巡りをし
た際に湯宿で昼ご飯を食べたりしたほか、宿
の主人から「諸客のもてなし」として蓬餅を
送られている（『木賀の山踏』、1835年）。
　さらに、温泉地には温泉の熱を利用した調
理法も存在していた。先述した沼田藩士は到
着した日に酒飲む際、宿から「酒かんするに
は、溜湯に徳利入りてものせよ」と教えられ、
「湯の徳は病をいやすばかりにはあらざりけ
り」と笑い合っている。さらに『鶴見七湯廼
記』（1845年）の「今井の湯」の説明には、こ
の地獄で里人たちが地獄の噴気が出ていると
ころで食べ物を蒸している様子が描かれてい
る。これは地元の住民が利用するだけではな
く、「軽羹（かるかん）」や「椿餅」といった湯
治客向けの商品も製造していた 38）。まさに、
入手できる食材で指摘したように、温泉地な
らではの折々の食を自ら得る楽しみ、味わう
楽しみが存在していたことがわかる。

４　近代における食の変容
（1）多様化する宿の料理
　近世の温泉地は「一夜湯治」などを除き、
原則として短期滞在は認められていなかった
が、宿場町には短期宿泊施設として、武士・
庶民が利用した旅籠があった。これらの旅籠
は一夜泊まりが原則であり、1泊に付き2食
を提供していた。
　前田によると、近世期には「街道宿場の
宿」、「社寺門前の宿」、「湯治場の宿」、都市
部の「商人の宿」、訴訟のために長期滞在す
る「公事宿」など、旅行者により宿泊施設の
性格が異なっていた。社寺参詣の際に精進落
としとして遊興を目的に利用された宿（精進
落しの宿）や飲食・歓談を主たる目的とした
「茶屋・料亭等」など異なる特徴を持つ施設
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が現在の旅館の起源であると指摘されてい
る 39）。
　近代になり、江戸幕府により細かく統制さ
れていた上記の「宿」に対する規制が明治政
府によって解放されたことにより、各自が保
持されていた機能が集約されて完成したのが
近代の日本旅館であった 40）。この温泉旅館
で提供される料理は、明治時代以降に増加す
る短期宿泊客への対応として、「1泊2食（夕
朝）」という特性を引き継いだといわれる 41）

　しかし、この時代の食事はかなり多岐にわ
たっており、「その日の素材で板前さんが品
書きを作って注文をとっていくという“お伺
い板”という制度があったり、自炊をして副
菜を近隣の農家が販売するような形態」があ
ったと指摘されており 42）、近世の形態が強
く残されていたことがわかる。
　1917（大正6）年刊『保養遊覧 日本温泉案
内』の草津温泉では、滞在方法は旅籠と自炊
があり、「旅籠の中にも、宿賄と伺賄とがあ
るのは、何れの温泉場とも同一である」と記
されている。1926（大正15）年刊『療養案内 
全国温泉案内』には、「宿賄」は「特等、一等、
二等、三等などの等級を附して金額を定め、
料理は宿の方で選定する」もので、「伺賄」は
「三食料理向きを伺ひ出る」と説明している。
なお、『保養遊覧 日本温泉案内』の草津温泉
の「宿賄」は、一等旅館で一泊普通80銭、二
等以下は順次低廉となり、自炊式にすると一
週間の費用が座敷料、夜具料、米、塩、味噌、
醤油、薪、炭、油などで、一等（4円～ 10円）、
2等（3円～ 7円）、三等（2円～ 3円）とある。
しかし、この旅籠と自炊の価格差に加え、中
食を定めている地域も複数あり 43）、地域に
より多様性があったことがわかる。
　実際に、大正期の歌人である若山牧水が書
いた『みなかみ紀行』（1922年）には、温泉
地で「見物」のため一晩しか泊まらないので、
よい部屋、よい料理を希望する旅行者と、長
期滞在を基本としていた旅館側が行き違う場
面が記されている 44）。時代とともに変化す

る食の様子がうかがえるが、一方では多様な
食が存在していたことがわかる。
（2）１泊２食付の定着
　日本の旅館には「宿泊料」以外に、心付け
（チップ）と「茶代」を支払うという伝統的慣
行があった。明治中頃はこの「茶代」の額に
より接遇に差がつけられることが一般的であ
った。だが一方では旅行が「大衆化」しつつ
ある中で、茶代という前近代的な慣行に疑問
が生じ始め、1901（明治34）年には堺利彦が
「茶代廃止」という提案を新聞『萬朝報』で本
格的に唱えたが、当初は簡単には無くならな
かった 45）。
　平出によると、訪日外国人誘致を目的とし
て設立されたジャパン・ツーリスト・ビュー
ローは、当初は茶代について容認の方向であ
った。しかし、第一次世界大戦後以後の景気
回復からの旅行ブームによる訪日外国人の増
加に伴うホテル不足から、日本旅館へ外国人
の受け入れ要請をせざる負えない状況にな
り、1921（大正10）年5月の雑誌『ツーリスト』
に「『茶代』廃止の提案」が掲載された。さら
に、次第に日本人客数が増加したこともあ
り、1925（大正14）年には鉄道、船・自動車・
旅館などの利用券が一冊になったクーポン式
遊覧券を鉄道省が設定し、ビューローが販売
したが、このクーポンには茶代が廃止されて
いた 46）。大久保によると、このクーポンは
従来の料金形態、つまり曖昧な料金体系で接
遇の良しあしが決まってしまう煩わしさから
旅行者を解放させることが目的として登場し
ており、旅行業の発達の中で定着していった
システムであった 47）。
　こうした変化は温泉地の食にも影響を与
え、1932（昭和7）年にジャパン・ツーリスト・
ビューローが発売したクーポンには「宿泊料
金（一泊夕・朝食付）」が明示されており、こ
のクーポンが利用できる指定旅館では統一さ
れた「1泊2食」の形式が成立した。
　しかし、この形式が広く定着するのは戦後
になってからである 48）。1935（昭和10）年
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に発行された日本温泉協会編『温泉大鑑』の
広告欄には、クーポン券を利用した「一泊二
食」のほか、「三食付」「お伺い」「自炊」「中食」
など、宿により旅行者の目的・滞在に応じた
料理が選択できたことがわかる（図3）。
（3）温泉地における飲食店の変化
　宿泊施設の変化とともに温泉地内の飲食店
にも変化がおとずれる。有馬温泉では明治時
代の案内に日本料理3軒、洋風料理1軒が記
されているほか（『有馬温泉記』、1910年）、
草津温泉でも洋食店、牛肉などの文字が見え
る（『上州 吾妻五湯案内』、1908年）。大規模
な温泉地では洋食を味わえるようになるな
ど、温泉地において多様な料理を味わえるよ
うになった。
　さらに、都市温泉も含め旅館業が料理業を
行うことも目立つようになった。この都市温
泉は明治期に東京などの都市に開業したもの
で、滝や池、花見などが出来る庭園を備える
など、「宿泊・料理・庭」を持つものや、待
合茶屋を兼ねる遊興的なもの、寄席と一体に
なった演芸場的なもの、湯治が可能なものな
ど多様性があった 49）。
　『東京新繁昌記』（1897年）では「温泉料理」
という項目が掲載されており、「温泉料理は
料理のほかに温泉を兼ねるを持って保養を欲
する客には適当なり、《中略》目的は養生と
滋養一挙両得にあるなり」とあり、温泉と食

が目的の温泉施設であった 50）。
　こうしたなか、温泉地の旅館でも「料理向
き」に改良したという広告を出し、料理に力
を入れるようになった 51）。さらに福島県東
山温泉では、「旅館の多くが、料理業を兼ね
ており、うち芸者まで抱えており、「温泉場
によくある淫風は免れない」（『療養案内 全
国温泉案内』、1926年）と記述されたほか、
都市部に近い熱海温泉では「歓楽化」の色合
いが次第に強くなり、温泉地の料理屋に酌婦
がおり、旅館よりも料理屋が賑わうほどにな
った 52）。
　こうした風潮は社会的にも問題視され、戦
時色が強くなる1940年には旅館業の料理業
廃止が話題になり（図4）、1943年には「歓楽
地から健民強兵の修練」の場にするため、料
理屋の兼業をやめるよう温泉協会の決議が行
われた（『読売新聞』1943年３月21日朝刊）。
　このように温泉地は、療養のための長期滞
在から、楽しみのための短期滞在に変化して
いくにつれて、次第に長期滞在から短期滞在
向きの食が登場し、滞在を支えた食事から豪
華な温泉料理に変化していった。しかし、本
格的なマスツーリズムが登場する第二次世界
大戦前までは、温泉地においては地域性によ
る違いや、多様な滞在に対応した「食」が存
在していた。

図３　料理選択ができる広告
（出典）『温泉大鑑』（1935年）。筆者所蔵。

図４　「温泉を大衆向に」
（1940年10月 28日記事）
（出典）『朝日新聞』データベース。
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５　結論
　先行研究で指摘されているように、現代に
おいて食の多様化が進むなかでも、湯治場を
除いて温泉地の宿泊施設の基本は「1泊2食」
（夕・朝）である。こうした「伝統」は近代に
なり生み出されたものであり、歴史的には
「自炊」が一般的であった。
（1）自炊の形態
近世期の温泉地における「自炊」は、先行研
究で指摘されているように、長期滞在をする
うえで欠かせない要素であった。
　本研究を通して温泉地の滞在生活における
自炊は、質素ではあるが多様性があったこ
と、特に滞在者の体調、好み、経済力、また
宿、地域の状況に応じて、①自給自足型、②
食料購入型、③賄型の三つの形態があったこ
とが明らかになった。
（2）食の役割
①長期滞在における節目を表す役割
　さらに、食は湯治という長期滞在にわたる
時間に区切りを与える場面でも登場してお
り、「赤飯」「黄飯」「別れの宴」など、滞在
における節目を祝う役目も担っていた。これ
は単に区切りを表すだけではなく、宿主と湯
治者、湯治者同士の交流を育む役割も担って
いた。
②楽しみの食（交流を育み、地域を味わい、
行動範囲を広げる）
　湯治者の行動を分析すると、交流を育む場
面で食が登場したり、温泉街や地域を散策し
たりするなかで特徴のある食に出会ってい
た。さらに、温泉地側も温泉地内の回遊性を
高めるために、飲食店を設置することが指摘
されるなど、温泉地の食は湯治者の行動にも
影響を与えていた。時には自ら海、山、川な
どの地域の自然環境から生まれる食材を入手
したほか、各地域の食材や温泉熱で調理され
た食べものを商人、地元の住民から購入して
いた。まさに温泉地の食は、その地域ならで
特徴を体験できる役割を果たしていた。

（3）近代への変化と変容した食の役割
　近代への変化は、温泉地の短期滞在化とも
関わりながら変化し、温泉地の発達、旅行業
の発達とともに「1泊2食付」に変化し、定着
していった。短期滞在に伴う非日常的な料理
への要望は、温泉地の飲食店にも表れてい
た。近代になり大規模な温泉地では洋食を味
わえるようになったり、旅館業が料理業を行
うようになった。
　温泉地滞在において食が滞在の中で特別な
意味を持つことは、近世の温泉地における
「節目の食」にも共通する要素である。大き
な変化が少ない中で、特別な「食事」自体が
滞在生活を区切る役割をもったり、非日常性
を演出することができた。旅行者側にも特別
な日を「食」によって感じたいという思いが、
存在していたのだろう。
　しかし、今日のような温泉地での食の基本
が「1泊2食」の非日常的な豪華な食という選
択肢しかないことは、地域性や滞在者のニー
ズに合わせて食を選択できた温泉地の魅力を
喪失させたとも言えよう。近代化に伴う食の
変容は、温泉地が本来持ち合わせていた滞在
の多様性、柔軟性を失わせていく過程であ
り、今日に至る滞在の課題を生み出したとい
える。

【謝辞】
　本研究はJSPS科研費26360085の助成を
受けたものです。ここに記して感謝いたしま
す。

 1） （公財）日本交通公社（2016）：『旅行年報
2016』公益財団法人日本交通公社、58～
59頁、66～ 67頁。

 2） 久保田美穂子（2008）：『温泉地再生─地域
の知恵が魅力を紡ぐ』学芸出版社、207頁。

 3） 大久保あかね（2013a）：「日本旅館の発展過
程における接遇形態の研究」『日本観光研究
学会全国大会学術論文集』、28、181～ 184
頁。

 4） 山村順次（1998）：『新版 日本の温泉地』日



－11－

本温泉協会、234頁。
 5） 中村昭（2006）：「温泉の歴史と文化」社団法
人民間活力開発機構、『温泉療養学』、657頁。
高橋陽一（2010）：「明治前期の温泉と政府
─衛生問題・温泉論と旅先地域の動向─」日
本温泉文化研究会編、『湯治文化誌－温泉2』
岩田書院、143～ 190頁。

 6） 前掲4）、47～ 96頁。
 7） 前掲4）、47～ 68頁。
 8） 関戸明子（2007）：『近代ツーリズムと温泉』
ナカニシヤ出版、206頁。

 9） 下村彰男（1994）：「わが国における温泉地
の空間構成に関する研究（2）近代における
温泉地空間の変遷」『東大農学部演習林報
告』、91、23～ 114頁。

10） 溝尾良隆（2003）：『観光学─基本と実践』、
古今書院、149頁。

11） 大久保あかね（2013b）：「近代旅館の発展過
程における接遇文化の変遷」『観光文化』、
37（2）、17～ 20頁。

12） 新城常三（1973）：『庶民と旅の歴史』ＮＨＫ
ブックス、213頁。

  新城常三（1997）：『社寺参詣の社会経済史
的研究 新稿』塙書房、1387頁。

13） 鈴木則子（2010）：「幕末沼津藩における湯
治の諸相─『水野伊織日記』の分析から─」
『湯治の文化誌』岩田書店、75～ 100頁。

14） 高橋陽一（2005）：「近世の温泉運営と湯守・
村─陸奥国名取郡秋保温泉を事例に」『歴
史』、104、東北史学会、57～ 81頁。

15） 山本英二（2004）：「自然環境と産業─近世
の温泉」、井上勲編『日本の時代史29　日本
史の環境』吉川弘文館、104～ 113頁。

16） 内田彩（2013）：「滞在型観光─江戸時代後
期の温泉地における行動傾向」、橋本俊哉編
著『本観光研究学会 観学全4巻 光行動論』原
書房、23～ 57頁。

17） 山村順次（2007）：「日本における温泉地の
発達と温泉地域社会の構築」『地理』、52（6）、
14～ 26頁。

18） 武井裕之・渡辺貴介・安島博幸・天野光一
（1989）：「江戸・明治期の温泉地における
長期滞在の構造に関する研究」『都市計画論
文集』、24、385～ 390頁。

19） 伊藤克己（2010）：「江戸時代の温泉と「癲
病」─適応・禁忌と泉質・湯性─」、日本温
泉文化研究会編『湯治文化誌－温泉2』、岩

田書院、7～ 74頁。
20） 鈴木則子（2005）：「江戸時代の湯治と梅
毒」、福田眞人・鈴木則子編『日本梅毒史の
研究』思文閣出版、67～ 99頁。

21） 岩崎宗純（1979）：『箱根七湯─歴史とその
文化』有隣堂、199頁。

22） 山本英二（2003）：「江戸時代におけるレジャ
ーの誕生─湯治と宿駅─」『平成14年度信
州大学地域貢献特別支援事業費プロジェク
ト研究成果報告書』、24、87～ 96頁。

23） 前掲14）。
24） 野田寿雄（1985）：「滑稽本」『国史大辞典』
吉川弘文館、952頁。

25） 長友千代治（2001）：『江戸時代の書物と読
書』東京堂出版、396頁。

26） 板坂耀子編（1987）：『江戸温泉紀行』平凡
社、322頁。

27） 「又仕出しやと申まして、諸式の品を其方よ
り売上ます。或は米・薪・油・醤油・炭・塩、
其外一さいのものを送ります」（『滑稽有馬
紀行』1827年）。

28） 弥「その飯もそんなにこげては、にがくてく
はれめへが《中略》」

  上「わしのとこにえいかうもん（香物）があ
るさかい、上ゲよわいな」ト、たつてゆき、
《中略》ごぼうのみそづけをもたせてよこせ
しゆゑ、それをさいにして、ちやづけ（茶漬
け）をくひしまひ（『上州草津温泉道中続膝
栗毛』、1820年）。

29） 高橋陽一（2009）：「近世の旅先地域と諸営
業」『地方史研究』、59（2）、5～ 24頁。

30） 「落付一飯宿よりさしいたす也」（『有馬入湯
入用記』、1866年）。

31） 「けふは落つきたる祝ひに、尾ひれ有ものこ
そほしけれ」（『玉匣両温泉路記』）

32） ゆあみの日数七日に満るごとにこはいひも
のして、壺廻女といふものしてもたせおこ
すをならひとせり（『草津繁盛記』）。

33） 「さらは明日出立のいはひなさはやと、い
さゝかの肴なとものし酒くみかはし」（『有
馬入湯入用記』）。

34） 「湯入して后下の女朝のせんもて来ぬ。汁に
煮しめ又黄飯を焚て出しける。めつらしけ
れと世話のかゝりし事の気の毒なれは、主
にも厚く謝して」（『木賀の山踏』、1835年）

35） 板坂耀子編（1987）：「解説」『江戸温泉紀行』
平凡社、311～ 312頁。



－12－

36） 前掲29）。
37） 「湯あみにきたまへる都人もそれとらんとて
網もてきてなぐさみ給へば、そばもまゐ
（進）らする也」（『玉匣両温泉路記』）。

38） 大分県歴史博物館（1999）：『湯浴み～湯の
歴史と文化』、大分県歴史博物館、63～ 64
頁。

39） 前田勇（2002）：「旅館の特徴としての "曖昧
性 "に関する分析」『立教大学観光学部紀要』、
4、1～ 18頁。

40） 前掲3）、17～ 19頁。
41） 前掲11）、181頁。
42） 大久保あかね（2012）：「『旅館』の本質につい
て」『講演内容の詳録およびディスカッショ
ン』、旅の意味と可能性を探る研究会、4頁。

43） 「一般の温泉場と同様に、伺いと宿賄とがあ
る」「中食は三十銭以上一圓まで、之れは全
箱根を通じて同じことである」（『日本温泉
案内』）。

44） 「僕等は見物に來たので、出來るならいゝ座
敷に通して貰ひ度い、たゞ一晩の事だか
ら」。

45） 平出裕子（2009）：「旅館の茶代廃止にみる
近代の慣行の変化─「万朝報」ジャパン・ツ
ーリスト・ビューロー、生活改善同盟会の
取り組み」、日本生活文化史学会『生活文化
史』、56、51～ 74頁。

46） 前掲45）、63～ 65頁。
47） 前掲11）、183頁。
48） 前掲47）。
49） 松田法子（2007）：「近代の保養地形成と都
市─明治十年代の『温泉』をめぐって」『学
術講演梗概集、F-2、建築歴史・意匠』、
309～ 310頁。

50） 内田彩（2012）：「明治期における『都市温
泉』の成立過程について」『日本観光研究学
会 全国大会論文集』、27、137～ 140頁。
ここでは「都市に開発された温泉、人工温泉
および温泉水を輸送することにより運営さ
れていた温泉施設」を「都市温泉」と定義し、
上記に当てはまるものを「都市温泉」とした。
また、都市温泉における施設は必ずしも、
宿泊が目的ではなく、日帰り施設も存在し
たため「温泉旅館」とはせず、「温泉施設」を
用いた。

51） 「箱根塔の沢福住温泉、料理向きに改良、御
来浴を願う／福住楼長谷川松」『読売新聞』

（1890年７月12日記事）。
52） 熱海では昭和9年～ 11年（1934～ 36）には

400名を超える酌婦がいた。松田法子
（2010）「温泉場の「三業」空間─昭和初期熱
海における料理屋・待合・置屋（特集 遊郭
社会）」『年報都市史研究』、17、64～ 76頁。



－13－

１　はじめに
（1）国勢調査結果による市町村の変容
　総務省の「平成27年国勢調査人口等基本結
果」の確定値の要約 1）によれば、2010年との
比較で、外国人人口は6.3％増加したが、総
人口は初めて減少した 2）。また、老年人口比
率は26.6％と過去最高であるのに対し、年
少人口・生産年齢人口は比率を下げている。
さらに、東京都特別区などは人口増加だが、
全1,719市町村のうち、82.5％の1,419市町
村は人口減少である。この調査結果は、依然、
東京の一極集中が改善されておらず、日本が
縮小・高齢社会にあることを明らかにしてい
る。
　また、この調査が実施された平成27年は、
「平成の大合併」の収束時期に重なる 3）。市町
村合併のうち、「明治の大合併」では戸籍や
租税などが、「昭和の大合併」では教育や、
社会福祉・保健衛生などが国主導により整備
された。これに対し、「平成の大合併」は、
国･地方とも厳しい財政状況にあり、合併特
例債が利用できる法的経過措置 4）などの要因
があるが、その結果は偏在している 5）。また、
今世紀からは全国的に地方分権は推進されて
きているが、特に地方の市町村は、人口減
少・少子高齢化対策や行財政改革対策ととも
に合併選択が迫られた。このため合併市町村
は、より広域的な行政ニーズへの方策が求め

られている。
（2）「平成の大合併」後の市町村分析への
一視点

　事務次官通知･指針 6）が出されても、当初
の「平成の大合併」は低調であった。「昭和の
大合併」から半世紀ほどしか経っていない中、
機運は熟しておらず、合併協議会の設置や住
民発議などの制度整備がされたこともあり、
非合併や合併に至らなかったケースもある。
　「平成の大合併」の研究は現在も進められ
ている 7）。地方制度調査会も、2010年に答
申しており、「市町村合併の評価･検証」によ
る成果を次の4点に整理している 8）。

1 経営中枢部門の強化や保健福祉等の専
門職員の配置など、地方分権の受け皿と
しての行政体制が整備されつつある。
2 人口減少・少子高齢社会への備えとし
て、強化された行財政基盤を活かし、地
域の将来を左右する少子化対策・高齢化
対策などの取組が行われている。
3 広域化が進む行政需要への対応や地域
資源を戦略的に活用した広域的な地域活
性化の新たな取組が生まれつつある。
4 適切な職員配置により住民サービスの
水準の確保を図りつつ職員総数を削減す
るなど、効率的な行政運営の取組が行わ
れている。
　同答申は、合併の評価検証は10年程度の

大分県竹田市の成立とその温泉活用施策の展開
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期間が必要としつつ、その成果は、新しいま
ちづくりに向けた課題対応の過程としてい
る。本論は、特に「3」について注目する。

２　研究の目的と方法
　市町村は、住民生活と地域振興に資する施
策を図る必要がある。それは、一定地域とし
てまとまりをなす自らの地域住民に対するも
のが一義的であるが、合併市町村としては、
合併前の市町村の施策などを再構築する必要
がある。また、地域の特性や歴史などを踏ま
えて、地域資源をいかに戦略的に活用し、広
域的な地域活性化につなげていくかが求めら
れる。
　本論は、温泉が豊富な大分県の竹田市を事
例として考察する。同県は複雑な地形で、大
都市圏からも遠い。これら制約条件がある中
で、合併市の竹田市が温泉をもつ市として、
どのような施策などを展開しているか、また
課題は何かを明らかにすることが研究目的で
あり、主眼は温泉を軸にした地域の多様な資
源活用にある。このため、冒頭に大分県及び
竹田市について、第二次世界大戦後の市町村
合併を視野に概要をまとめた。また、研究方

法は、各種文献や公表データ、新聞、提供資
料などを用い、2016年6・10月に現地調査
を行った。

３　大分県と竹田市の概要
（1）県内市町村の変遷と県の行政施策
　大分県の人口は約1,160,000人で、1に示
した国勢調査と同様に比較すると、5年間で
約30,000人、2.5％の減少である。老年人
口は増加しており、その比率は30.4％と全
国を上回っているのに対し、年少人口・生産
年齢人口はともに減少している 9）。
　大分県は現在18市町村であるが、表1は、
現在を基準に「平成の大合併」以前の市町村
数及び減少状況の都道府県の上・下5位をま
とめ、「昭和の大合併」前の1950年国勢調査
時の市町村数及び減少状況を併記した。市町
村の減少数･減少比率は著しく、「平成の大
合併」前との比較では約7割が、1950年との
比較では9割強が減少している。2回の合併
によって、県内の市町村は、行政区画がはる
かに拡大していることが分かる。
　合併をめぐっては、「昭和の大合併」時に
は反対行動があり 10）、「平成の大合併」時に

表1　合併による都道府県内の市町村数と対比表

（出典）大分県総務部地方行政局編（2006）：『大分県合併記念誌』3頁及び「昭和25年国勢調査」より筆者抜粋作成。
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も、合併方法やまちの成り立ちなどから反対
する意見や行動があった 11）。大分県では、
県民アンケートや市町村長への意見聴取をし
た上で合併推進要綱を策定しているが 12）、
「平成の大合併」は極めて順調に進んでおり、
相次いで記念誌も発行されている 13）。この
背景には、小規模な市町村の維持の困難さ
と、大分県政の影響力の大きさがあることが
うかがわれる。
　大分県政の市町村への影響力の大きさを示
す例としては、「一村一品運動」がある 14）･15）。
これは、地域活性化や市町村の人材育成を図
る施策であり、背景には、過疎対策･地場産
業の振興･自助自立などがあるが、県からの
補助や支援に関わるために、当初はどの市町
村も第一次産業関連の特産品づくりに注力し
ている 16）。また、現在展開されている「おん
せん県おおいた」17）もその例である。全18
市町村のうち16市町村に温泉があり 18）、未
使用分を含めると17市町村である 19）。県内
の市町村は温泉に恵まれており、この施策は
広く知られるところとなっているが、市町村
が必ずしも同一の地理的･社会的条件にはな
い。
（2）竹田市の概要と変遷
　竹田市のホームページ 20）によれば、同市
は大分県の南西部に位置し、熊本県･宮崎県
との県境にある。また、「竹田市統計書」に
よる人口は約 22,000人で、1955年の約
60,000人をピークに減少し続けている。19
地区別の人口もすべてで人口減少傾向であ
る。一方、高齢人口は約10,000人で推移し
ており、人口減少に伴う高齢化率は40％を
上回っている。
　現竹田市は、2005年4月1日に直入郡役
所があった旧竹田市と同郡荻町･久住町･直
入町との1市3町による合併市である。前記
19地区は、合併前の旧市町村と編入地区で
あり、また、市の概要には旧竹田市の11、
旧荻町の2、旧久住町の3、旧直入町3の地
区が地域のあゆみとして掲載されている。同

市は、複雑な過程を経てできた広域合併市で
ある。
　市の行政組織は総合支所方式で、本庁舎を
旧竹田市に置き、3支所は4課であった。以降、
職員削減や組織改革がなされ、現在3支所は
2課体制である。また、市長は過去4回いず
れも選挙により選出されている。合併に伴う
新市長は二氏により争われたが、現市長は、
2009年の選挙で選出された3期目で、大分
県議会･旧直入町出身者である 21）。
　主な産業では、農業と観光が盛んで、米、
前記「一村一品運動」の特産品であるカボス･
椎茸、トマト･スイートコーンの野菜、花卉
のサフラン･菊、豊後牛などが生産される。
また、観光では、岡藩趾や滝廉太郎記念館な
どの史跡･文化財、白水の滝などの名水、久
住高原やくじゅう花公園、湧水群、長湯温泉
などを市は紹介している。なお、発地別観光
客は、3分の1強が大分県内で、9割強が九
州圏である。
（3）竹田市と温泉
　旧直入町の長湯温泉は温泉医学などとの関
係は古く 22）、炭酸泉で知られ、入浴剤企業
が注目するなど 23）、現在も研究がなされて
いる 24）。また、飲泉や湯治文化、ドイツ交
流なども注目されるが、同町の町営国民宿舎
は1975年開業である。一方、1954年から
指定開始の国の国民保養温泉地 25）での指定
は1978年で、また、1980年度から指定開
始の前記1節の大分県「一村一品文化推進事
業」での指定は1992年で、ともに早い段階
での指定ではない。
　また、旧久住町は温泉が点在し、保養･療
養などに利用されてきた。国立公園にある高
原リゾートとして一定の地位を築いている
が、同町の町営国民宿舎は1998年開業であ
る。
　一方、旧荻町には水の景勝地があるが、宿
泊兼立寄り温泉入浴施設の町営荻の里温泉は
1999年開業である。また、旧竹田市には史
跡･文化財があるが、市営立寄り温泉入浴施
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設は2001年開業であり、両旧市町の温泉は、
平成になってからの比較的新しいものであ
る。
　このように、いずれの旧市町も公営の温泉
施設を建設している。中山間地域である旧市
町としては、厳しい財政状況の中、主産業の
農業のほか、観光振興･拠点として温泉に活
路を求めたこと、また、雇用の場を含め、地
域住民が温泉施設を求めていたことがうかが
われる。なお、公共施設に対しては、適正な
施設整備、運営･管理が求められている。現
在3施設は稼業中であり、一部には直営事業
があるが、市では、公共施設の特別会計や指
定管理者制度導入などを図ってきており、老
朽化した旧直入町の国民宿舎は、解体後に、
公設民営の温泉利用型健康増進施設と民設民
営の宿泊施設を建設する予定である 26）。

４　竹田市の温泉行政施策と展開
（1）竹田市の温泉行政施策の構築
　表2は、竹田市ホームページ及び環境省「竹
田温泉群　国民保養温泉地計画書」27）などに

よる、竹田市の温泉関係の施策概要をまとめ
たものである。
　市では、発足当初は合併に伴って、まず諸条
例の整備や新市総合計画の策定を進めた 28）。
温泉行政施策が急進するのは2009年からで、
諸政策の方針となる「竹田市TOP運動」を軸
に据えている。また、2011年に「竹田式湯治
パスポート」の発行と「温泉療養保健システ
ム」を開始する。前記の計画書にある基本理
念には、「竹田市ならではの地域力･人間力･
行政力･経営力で“現代版湯治文化”を構築し、
竹田温泉群の特色を活かした国民保養温泉地
を目指す」ものであり、「温泉資源を活用し
た観光施策等を竹田市全域で実施してきた」、
「現在でも地域住民の健康福祉増進のための
温泉としての機能を有する」としてある 29）。
「竹田式湯治」と「温泉療養保健システム」は、
基本理念を支えるものに相当する。
　次に、市は予防医学・健康づくりの推進な
どのために、一般財団法人日本健康開発財団
と相互協力協定を締結している。この背景に
は、市の高い高齢化率、平均寿命の伸びの低

表２　竹田市の温泉関係の施策概要表

（出典）竹田市ホームページ・「竹田温泉群　国民保養温泉地計画書」・大分合同新聞などより筆者作成。
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迷、健康寿命の短縮などの数値があり 30）、
医療面も脆弱であった 31）。このために市で
は、観光振興だけではなく、予防医療などで
の温泉行政施策を進めた。写真1は、基本理
念を支える一つの「竹田式湯治パスポート」
で、同財団の協力を得て発行されている。
　パスポートの中には、宿泊・立寄り温泉入
浴施設用スタンプ欄、アンケートなどの記入
欄のほかに、温泉療法の解説がある。また、
「温泉療養保健システム」を利用する前･後で
の「元気」「健康」「幸せ度」「睡眠の質」「ス

トレス」「不安」「憂鬱」「疲労」についての
質問評価項目があり、温泉利用による分析が
できるように工夫されている。なお表紙に
は、パスポート利用に際してのアンケートが
ある旨の注意書きがある。
　新市では、国民保養温泉地の指定がされて
いた旧直入町の長湯温泉だけを特別扱いした
温泉行政施策を展開することはできない。い
ずれの旧市町も、温泉資源を活用した観光施
策などを実施してきた経緯があり、市全域に
留意した温泉行政施策が必要であった。ま
た、農業も中心的産業であり、市全域での農
業振興策が必要であった。自然や人の手によ
って維持されてきた環境は貴重なものであ
り、市では、これらの地域資源を戦略的にと
らえた広域的施策を進めた。この成果が、竹
田温泉群として地域拡大指定などにつながっ
ている。
　表3は、竹田温泉群を旧市町名･温泉地名
などを含めてまとめた。泉質だけでも環境省
が示す10泉質 32）中の7つがあり、全国有数
の多種類の泉質からなる温泉群となってい
る。

表３　竹田温泉群の概要表

（出典）「竹田温泉群　国民保養温泉地計画書」より筆者作成。

写真１　「竹田式湯治パスポート」
（注）筆者入手・撮影、2016年12月1日。
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（2）「国民療養保健システム」
　日本の温泉地は大衆観光型のところが多
く、経営に関心の重点が置かれ、一般的には
地域社会に対する関心は薄い。健康づくりに
資する温泉地を目指すならば、滞在する人の
自主的な生活習慣の改善意識と、人を支える
地域社会の環境の改善という、人と社会の質
の向上が必要であり、この方向性は、「国民
健康づくり運動」にも沿ったものである 33）。
基本理念を支えるもう一つの「国民療養保健
システム」は、温泉を介した自主性のある人
と、温泉地に滞在する人の受け皿としての地
域社会との実践であり、表4はその概要であ
る。
　当システムの特徴としては、第一に、入湯
税の使途の明確化がある。納税義務者の温泉
利用者や、入湯税を徴収して市に納入する温
泉施設経営者に対して、本来の税の目的と使
途が明らかになっている。当システム適用の
申請者は、温泉利用回数に応じた金額が指定
口座に振り込まれる。一方、市や温泉施設関
係者は、徴収する入湯税の意義を説明でき
る。
　第二に、市全域での地域活性化がある。滞
在する人は、温泉を満喫しながら多様な事物
に触れるが、それは温泉を含む自然や観光施

設だけではない。ビジネスホテルや民宿、農
家、食堂、体験施設など、受け皿となる市全
域の地域社会そのものである。当システム
は、滞在する人と地域社会の交流を通して、
市全域での多様な地域づくりを促している。
　次頁の表5は、市提供資料 34）による「温泉
療養保健システム」の実績表である。
　申請者数や申請率、宿泊総数は伸びてお
り、平均宿泊数も毎年度5泊以上である。ま
た、3に示した発地別観光客の9割強が九州
圏であるのに対して、提供資料による発着地
別での内訳は、「九州54％（うち県内7％）、
関西16％、関東10％」とあり、利用者に広
がりが見られる。さらに、当システムの適用
給付金額が毎年度増加しているのに対し、年
度別平均額は異なっており、申請者が多様な
温泉利用をしていることが分かる。
　当システム実績は順調に推移しているが、
分析が十分とはいえない。第一は、属性分析
である。年齢層や性、新規･固定申請者によ
る集計は可能である。第二は、外部機関の協
力を得て作成した8項目の温泉利用前後の分
析である。回収した質問評価項目とアンケー
トの結果は、主観的な外部評価ながら年間
500超あり、他にはない貴重なものである。
これは竹田温泉群の個性や、良い点･改善す

表４　竹田市「温泉療養保健システム」概要表

（出典）竹田市ホームページ及び「竹田式湯治パスポート」より筆者作成。
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べき点などを確認できる資料となる。行政と
しては、検証をする上で、得られた資料の整
理と緻密な分析が必要である。
　一方、懸念されることもある。第一は、市
民利用である。市へのヒアリングによれば、
当システムの市民の申請はなかった。竹田温
泉群は市民に最も身近であり、高い高齢化率
などから、温泉による健康づくりを市民に活
かすことが重要である。このため、市民が市
全域の魅力を発見･再発見する仕組みづくり
や、市保有の健康状況データとの照合、モデ
ル地区の設定による地区間是正など、広域的
健康づくり施策の充実が必要である。第二
は、予算措置などの市政運営である。当シス
テムは、目的税である入湯税の使途を明確化
した点では評価できるが、給付金額が増加傾
向にあり、自主財源である一般会計に影響す
る。限られた予算での効率的･効果的な執行
のため、個別事業を精査し、課･部での事業
連携や事業統合化を図ることが必要である。
また、関係団体などとの連携は欠かせないた
め、的確な情報発信と説明責任を果たす必要
がある。これらは、この行政施策の持続可能
性に関わることである。
　竹田市は、温泉を軸に、市内の多様な地域

資源を戦略的に活用し、広域的な地域活性化
を促す方策を展開している。しかし、行政施
策には分析と検証が必要であって、緻密な分
析や、市や市民実態を視野に入れた施策を充
実させるなど、改善すべき余地は残されてい
る。
（3）地域人材と竹田温泉群
　市へのヒアリングによれば、市民向け健康
運動教室などを実施しており、これに参画す
る市民がいるという。前記1節の計画書にあ
る「竹田フィットネス」とは、市独自の健康
運動インストラクターなどである 35）･36）。
　市では、一般財団法人日本健康開発財団に
対して、温泉入浴指導員養成講習会を事業委
託している。筆者は、2016年10月開催に現
地で実施された当講習会に同行し、また、市
から受講状況資料を得た。次頁の写真2は、
講習会の時の研修風景である。
　温泉入浴指導員養成講習会は、厚生労働省
の定めによるもので、カリキュラムは温泉医
学などの講義と入浴プログラム指導実習など
からなり、筆記試験の合格者には修了証が交
付される。また、主な開催会場は東京･大阪
である 37）。同財団へのヒアリングによれば、
受講数や会場確保などにより相談に応じる

表5　竹田市「温泉療養保健システム」過去5年間の実績表

（出典）竹田市提供資料を筆者加筆・作成。
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が、竹田市のような例は少ないとのことであ
った。
　一方、市へのヒアリングによれば、当講習
会の募集年齢は、次世代への対応ができる概
ね65歳以下とし、居住地は、旧市町に偏り
はなく市全域であり、地域での健康づくり指
導を視野に入れている。また、受講者へのヒ
アリングによる受講動機は、自己啓発のほ
か、地域貢献や温泉に対する現役世代として
の責任といった回答もあった。
　表6は、市提供資料による受講者状況表で
ある。温泉関係者が多いものの、市内各種運
動団体や一般市民を含めると約8割となる。
また、医療関係者も毎年度受講している。
　市全域で温泉を活用した健康づくりを図る
上では、育成する人材の構成は、地域や性、
年齢などに偏りがなく、自主的であることが
望ましい。竹田市は、外部機関を有効に活用

して実効性のある温泉関係講習会を実施し、
地域資源である人材を戦略的･広域的に取り
込んでいる。
（4）非営利セクターと竹田温泉群
　地域社会の担い手は、行政や一般住民だけ
を指すものではない。NPO法人などの非営
利セクター活動は、阪神･淡路大震災を機に、
市民社会を支える力として定着してきてい
る。信用組合は、利益追求目的とする株式会
社の金融機関とは根拠法が異なり、地域社会
に貢献する非営利セクターである。また、域
内の中小企業や生活者を対象にした相互扶助
の理念に基づく協同組織金融機関であり、在
住･在勤者を組合員にした金融サービスを行
っている 38）。主な地域貢献活動のサービス
は、地域実態に即した金融商品の提供であ
る。
　大分県信用組合は、2015年度から大分県

写真２　温泉入浴指導員養成講習会時の研修風景（講義・実習）
（注）各写真とも筆者撮影、2016年10月19日。

表６　竹田市「温泉入浴指導員養成講習会」受講者状況表

（出典）竹田市提供資料より筆者作成。
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及び県内全市町村と包括連携協定を順次、締
結した 39）。また、具体的な連携協定内容は、
定住支援向けのローン、子育て世代支援や健
康の維持･増進支援での上乗せ金利定期預金
などで、同信用組合は、各市町村と検討して
商品を募集している。チラシはホームページ
からも入手可能であり、写真3は、筆者が収
集した同信用組合の健康関連定期預金のチラ
シで、写真4は、竹田市民対象のチラシであ
る。
　募集期間を考慮し、2016年11月末日まで
で集計したところ、全18市町村のうち14市
町で募集がなされていた。写真3のとおり、
どの商品も店頭表示金利に同率金利を上乗せ
していた。また主な預金対象者は、国民健康
保険被保険者･後期高齢者医療被保険者の各
健康診査受診者、がん検診受診者であった。
チラシは、市･町で商品名や色合いなどが異
なり、キャラクターなども掲っていた。紙媒
体であるチラシは、両面刷りが可能だが、両
面を活用したチラシは日田市･竹田市の2市
だけであった。このうち、日田市民向けの商
品は、市が実施する「ひた市民健活ポイント
事業」の参加者で、国民健康保険被保険者、
後期高齢者医療被保険者の各健康診査受診
者、がん検診受診者が対象であり、チラシに
は市の事業概要とボーナスポイント対象の事
業内容が載っていた。

　一方、竹田市は同信用組合とは2015年8
月20日に締結していたが、写真4のとおり、
唯一、温泉利用者を預金対象者に加えてい
た。チラシの表面には、「毎年の健康や温泉
でカラダもココロも豊かな生活を！」とあり、
対象者欄には、竹田温泉群を健康維持のため
所定回数以上の入浴した人を他の対象者と併
記してあった。裏面には、温泉活用した健康
への効果の説明、竹田温泉群の対象温泉施
設、スタンプ欄、「竹田式湯治」の説明があ
った。
　新聞各紙では、同信用組合の商品を随時掲
載していたが、竹田市民向けの商品に関し
て、大分合同新聞は2016年5月12日付け
13面で、「温泉入浴で金利優遇　竹田市と県
信組　金融商品取り扱い開始」と報じており、
市でも広報に掲載している 40）。
　この商品募集の経緯について、市からの回
答 41）を要約すると、2015年12月に健診受
診率向上対策を目的とする商品紹介と提案を
同信用組合から得た。保険健康課は、同信用
組合から、各市独自要件が盛り込め、他市が
先行募集しているとの回答を得たため、国民
健康保険被保険者･後期高齢者医療被保険者
の各健康診査受診者、5大がん（肺・胃・大腸・
子宮頸・乳）健診受診者を対象者とした。一
方同信用組合は、市の独自性を出すため、温
泉に関する要件を入れてはどうかと提案し

写真３　大分県信用組合の健康関連定期預金チラシ
（注）HPより筆者入手･撮影、2016年12月1日。

写真４　竹田市「健康一直線応援定期」預金チラシ
（注）筆者撮影、2016年12月1日。
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た。そこで商工観光課が参画し、温泉に関す
る関係機関との調整や入浴回数（3エリア計
10回）を決定した。なお、市民向けチラシの
表示部分の色は、高齢者にも見やすいピンク
色刷りとし、同信用組合は商品化に入り、両
者は記者発表をした。
　竹田市は、市民の健康維持・増進としての
妥当性と、市の独創性に富む商品を大分県信
用組合の協働により生み出している。大分県
は「おんせん県」であるが、温泉を健康づく
りに活用する地元向け限定商品は希で、行政
が直接これを担うことはできない。2017年
度には同商品の募集が再開され、入浴回数の
見直しがなされているが、温泉の健康維持に
着目した竹田市民向けの同商品の募集は継続
されている。行政と協働する非営利セクター
は市民社会を構成する大切な存在で、地域実
態を理解し、市民貢献を指向する良きパート
ナーである。両者は、温泉という地域資源に
着目し、市民のための地域活性化を図ってい
る。

５　おわりに
　本論は、市町村合併を視野に入れて、竹田
市を事例に取り上げた。同市は、昭和･平成
の大合併によって大幅に市町村数が減少した
大分県内の典型的な広域市である。竹田市で
は、旧市町の地域特性や歴史、施策などを踏
まえ、合併市として広域的対応と取組が求め
られた。
　旧市町は、いずれも公営の温泉施設を建設
しており、竹田市では、市の成り立ちを踏ま
え、市全域の温泉や自然、文化などの地域資
源を基に、戦略的･広域的な地域活性化を目
指した。それは、共通政策方針の下の基本理
念や「竹田式湯治」・「温泉療養保健システム」
として具体的な施策となっている。滞在型
で、温泉を活用した健康づくりにつながるこ
の施策は、実績が示すとおり、一定の支持者
を獲得しており、市全域での多様な地域の活
性化を促している点からも評価ができる。

　しかし、この5年間の実績は、申請者や申
請率、宿泊総数などの公表にとどまってい
る。専門の外部機関の協力により作成した
「竹田式湯治パスポート」の申請数は、相当
数に及んでいるが、申請者の属性や、温泉活
用前後の申請者からの質問評価項目の評価や
アンケート結果などは不明である。このた
め、得られたデータに対する緻密な分析が必
要である。
　また、本来の目的税である入湯税の使途を
明確にしたことは、温泉利用者や市へ納入す
る温泉施設経営者には分かりやすく、本税の
意義を示した点で評価できる。一方、税の使
途を固定化したことや、「温泉療養保健シス
テム」の適用給付金額が増加傾向にあること
から、一般会計を圧迫する懸念がある。入湯
税の超過課税という条例化は一方策である
が、これは性急である。
　当システムへの市民の申請者がないこと
は、温泉活用による健康づくり施策が十分に
市民に反映していないことを示している。こ
のため、例えば地域振興と地域福祉との事業
連携や事業統合化といった施策の再構築が先
決であり、適正な職員配置が求められている
ことからも、効率的・効果的な行政運営が図
られるべきである。さらに、関係団体・組織
との連携を図ることは重要で、合意形成への
努力も求められる。市では、市全域の人材確
保・育成をし、非営利セクターとの連携もで
きているため、持続可能な行政施策を目指す
べきである。
　本論は、竹田市の過渡期における論考であ
り、新たな段階での再考が図られるべきであ
る。また、地域社会には様々な要因が複雑に
関わるため、参与観察などの研究方法による
長期･継続的な研究方法による考察も有益で
あると考える。
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１　はじめに
（1）「湯治」という言葉について
　今日「湯治する」「湯治に行く」と言えば、
温泉療法を行うことや温泉地へ出かけること
と同義、同じ意味で受けとめられている。そ
れほど「湯治」という言葉は、温泉の総合的
な効果・効用と密接に結びつき、身近に語ら
れている。
　しかし「湯治」という言葉は、最初から温
泉と関わる言葉として登場したのであろう
か。また、その言葉は一体いつ頃から文献等
に現れ、そのときはどのような意味合い（使
用概念）をもって使われていたのか。また、
温泉とかかわりを持つ用語として定着してい
くのはいつ頃の時代であろうか。
　これに関して、「湯治」という言葉の初出を
さぐるという観点から言及された早い例では、
温泉医学者・西川義方が『温泉言志』（1943）
において「湯治といふ言葉の起原」にふれ、
「湯治」という言葉が初めて登場する時期と
文献についての見解を披露した 1）。内容的に
正確ではなかったが、「湯治」用語の文献初出
と温泉にかかわって用いられた初出への見解
はその後かなり踏襲された。ただし、立木惇
三は『温泉』での連載「中世の温泉史」（1983）
の中で「温泉を対象とする湯治という言葉が
最初にあらわれるのは」と、西川説より早い
文献初出に言及している 2）。

　一方、平安・鎌倉時代における「湯治」と
いう言葉の意味、内容については曽我良成
（2010）が考察している 3）。これらの言及か
ら、「湯治」という言葉が最初から温泉と関
わっていたわけではなかったことが示唆され
よう。
（2）研究の目的と方法
　一方で、江戸時代を中心に温泉療養の実態
としての湯治行や温泉場湯治のありようにつ
いての研究は数多い。結果としてこの時代に
は、「湯治」という言葉が温泉療養を表す代
表的な用語として定着していたことを投影し
ている。
　しかし、ここまで代表的な用語として定ま
った「湯治」という言葉以前には、はたして
温泉療養や温泉の効果・効用についてはどの
ように言い表されてきたのか。また「湯治」
という言葉は漢字の本家・中国出自の言葉な
のか、日本に漢字が流入する以前の古代中国
では温泉療養をどのように言い表してきたの
か。また、日本の各時代の辞典において「湯
治」という言葉はどのように収録、解説され
ていたのか。こうした「湯治」用語の歴史的
比較検討を含めて考察した上で、はじめて
「湯治」という言葉の文献初出の意義や、使
用概念の変遷の背景が理解できると考える。
このことを考察するのが本研究の目的であ
る。

「湯治」という用語の登場と温泉との関わりについての考察
A Study of Appearance and Change of Operational Concept of 

Japanese Term
“ Tohji ” Related with Hot Spring Cure

石 川　理 夫＊
Michio ISHIKAWA

キーワード： 湯治（hot spring cure）・「湯治」（tohji）・温泉の効用（effect of hot spring）・
 使用概念（operational concept）

温泉地域研究　第29号　25～ 34（2017）

＊温泉評論家（Critic of Hot Spring）
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　「湯治」という用語を構成する二つの文字
概念のうち、重要な「湯」という字について
は以前から注目されてきた。関連して内田彩
（2007）は、古代における温泉を表す表記を
分類し、温泉や湯への心性と、「湯」という
言葉の意味について考察を行なっている 4）。
　なお、日本の原語としての「ゆ」について
は戦前来、「斎戒沐浴」というように信仰的
概念で用いられる「斎（い・ゆ）」を語源とする
説が流布されてきたが、これは問題がある。
「ゆ」には本来これを含む二つの異なる原語
がある。もう一つは「湧水の意。温泉、温湯
を言い、総じて人体の分泌物の意にも用いら
れる」5）という、じつに原初的で身体感覚に
かかわってくる。古代中国の漢字「湯」と「斎」
も同様に意味が異なり、漢字が入ってくる
と、後者には「湯川」「湯沐」、赤子に湯を飲
ませる役の女性「湯母（ゆおも）」というよう
に、「湯」の漢字があてられた。これについ
ては拙著や拙稿で述べてきた 6）。
　本稿では研究の方法として、まず「湯治」
という言葉が古代中国で使われてきたのかど
うか、ならびに温泉療養に関する表現を調べ
ることを重視した。
　ただし、膨大で難解な中国の古典文献を渉
猟探索することは自ずと限界がある。このと
き今日的方法として役立つのが、『諸子百家 
中國哲学書電子化計畫』という中国の古典籍
データベース（DB）である。ここには『論語』
をはじめ儒家に始まる紀元前5世紀から五胡
南北朝・隋唐代まで、日本に漢字が流入する
時代までの中国の古典籍がテキスト化されて
検索できる。そして重要な出典の記述内容に
ついては、ほかの活字文献と照合した。そこ
からこの古典籍DBの正確さもあらためて再
認識している。
　次に、先行研究者が行ったことであろう
が、文献記録には一つひとつあたった。しか
し古典籍のデータベース化は進んでも、テキ
スト検索はできない文献が多く、まだ不十分
であると言わざるを得ない。今後の追加調査

に期す次第である。併せて、これまで比較検
証してこなかった辞典類での「湯治」用語掲
載の有無と、温泉療養や効用に関する文献上
の表現の推移についても考察対象に加えた。

２　温泉療法と効用に関する表現
（1）中国古典籍における表現
　日本で「温泉」（「温」は俗字で、中国では
「溫」）という用語が文献に初めて登場するの
は、733（天平5）年成立の『出雲国風土記』
である。そして『万葉集』が続く。漢字の本
元・中国における「溫泉」という言葉の初出
は、後（東）漢時代の天文・地理学者の張衡
（78~139）が著した『溫泉賦』であることは、
すでに于航（2006）が指摘している 7）。
　『論語』をはじめ儒家・墨家・道家等の諸
家や史書など紀元前の古典籍に、温泉への言
及や「湯治」の言葉は見あたらない。なお、
于航の先の論稿では、『論語』（「先進」）中の
記述として「冠者五六人、童者六七人、浴手
折…泳而帰…」と引用し、「温泉で遊び、帰
っていった姿」と指摘した。もしそうであれ
ば、「溫泉」などの使用例がなくても、温泉
への言及は『論語』成立の時期までさかのぼ
れる。しかし引用箇所は、「冠者五六人、童
者六七人、浴乎沂…詠而帰…」8） （訂正箇所
ゴシックは筆者）が正しい。春秋時代に魯と
齊の境界地帯を流れる現山東省沂河上流・沂
水（きすい）の水辺での沐浴だった。
　このように前漢時代までの文献に、温泉へ
の言及はない。一方、日常的な湯水浴みの行
為としての「沐浴」という言葉は『論語』以来
たびたび登場する。
　六世紀初め、515年頃成立とされる、北魏
の酈（れき）道元が編纂した地理書『水経注』9）

は、温泉への言及も多い。また、用語として
は「溫泉」が多いが、「溫湯」も見られる。「溫
湯」という言葉は三世紀に成立した『三国志』
のひとつで『魏書』巻二十九「華佗傳」（巻
三十が通称「魏志倭人伝」）にも記されている。
『日本書紀』は温泉をもっぱら「○○温湯」と
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記述しており（「○○湯泉」も一例ある）、中
国古典籍の影響を感じとれる。
　『溫泉賦』では、「有疾癘（れい）兮、溫泉汨
焉、以流穢（え）兮（流行病が有れば、温泉に
泊まって穢れを流す）」10）と、温泉の効用に
ついても記す。『水経注』では、「有溫泉、療
疾有験」「右出溫湯、療治萬病」（巻13）、「可
治百病」（巻18）、「有溫泉、世以療疾」（巻
19）、飲泉効果について「飲之癒百病」（巻
31）、「瘍痍百病、浴者多癒」（巻37）など、
温泉の効果・効用を表す記述も少なくない。
すなわち温泉行の目的となる療養とその効
果・効用については「療疾」「療治萬病」「癒
百病」「多癒」という言葉を用いて表現して
いる。しかしながらそこに「湯治」という言
葉は見られない。
　以上、日本の平安時代前・中期までに対応
する隋唐代までの中国の文献に「湯治」とい
う言葉は見いだせなかった。
（2）温泉の効用に関する日本での表現
　次に、古代日本における温泉療養と温泉の
効用についての典型的な表現例として、奈良
時代には以下の三つが挙げられる。
　一つは、『日本書紀』斉明天皇三年（657）
九月条の記述で、有間皇子が「牟婁温湯（むろ
のゆ）に往き、病を療（おさ）むる偽（まね）し
て…」とある。「療病」という表現は古代中国

と似ている。二番目が、『出雲国風土記』の
よく知られた記述、「一濯則形容端正、再沐
則万病悉除（ことごとに癒ゆ）」の「万病悉除」
で、これも古代中国の表現例「癒百病」や「療
治萬病」の応用と考えられる。
　三番目は、正倉院文書中「駿河国正税帳」
738（天平10）年の「依レ病 下二下野国那須湯一 
従四位下小野朝臣…」（返り点は筆者）とい
う記述である。ここでも温泉行は病気療養の
目的と結びついているが、温泉療養の結果、
効用には言及していない。
　平安時代に入ると、歴史書の『扶桑略記』
第廿五・村上天皇（天暦）条に953（天暦7）
年3月20日、「権少僧都明珍申二給官符一。向
二伊豫國温泉一治レ病」11）と記している。権少
僧都の明珍が「治病」目的で太政官符発給を
申請して伊予国の温泉（道後温泉）に向かっ
た。温泉療養の目的を「治病」と表現してい
る。
　次に、康平年間（1058～ 64）に成った藤
原明衡編『本朝文粋』巻六に収めた奏状中に
996（長徳2）年正月21日、「因之為加湯療、
暫向西海之温泉（之に因りて湯療を加える為
暫く西海の温泉に向かう）」12）という記述が
あり、「湯療」という新しい表現が見られる。
これまでが古代中国の文献の表現例を踏襲し
ていると考えられるのに対して、「湯」とい

表1　古代の日本と中国での温泉療養と効用に関する表現例と比較

（注）筆者作成。該当表現をゴシックにした。
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う言葉を採り入れた「湯療」という表現には、
日本で生み出された独創性が感じられる。
　続いて、権大納言藤原行成の日記『権記』
は998（長徳4）年3月21日、弾正忠（藤原）
右賢が申請した「信濃国の温泉に罷り下り、
身病、状を治す」文に宣旨が下されたことを
記す。同じく1000（長保2）年8月19日付に
も、「少監物橘惟弘、温泉に赴き、身病を治
す事を請ひ…」と記している 13）。
　藤原実資（さねすけ）の日記『小右記』1019
（寛仁3）年2月15日付の、左兵衛督（源賴定）
が「為治身病明且日向有馬温泉（身病を治す
ため明且日有馬温泉に向かう）」14）という記
述も同様の例である。表現時期の早い『扶桑
略記』の事例と共に、これらの「治病」「治身
病」という温泉療養目的の表現は、古代中国
の「可治百病」（『水経注』）の応用例と思われ
る。
　一方、熊野詣での際に湯の峰温泉の湯屋を
体験した藤原宗忠がその感動を日記『中右記』
1109（天仁2）年11月1日に記した「向湯峯
…此の湯に浴すれば萬病消除…」15）は、『出
雲国風土記』と同じ表現である。これも古代
中国文献の「療治萬病」「癒百病」（『水経注』）
などの応用例と思われるが、温泉の効用を簡
潔によく表している。以上の表現例を前頁の
表1にまとめた。

３　「湯治」という言葉と文献
（1）辞書類と「湯治」
　以上、「湯治」という言葉が中国の古典籍
には見られないことと、温泉療養とその効
用・効果を表す言葉について、古代中国と奈
良時代から平安前中期にかけての日本の文献
記録での表現を調べ、比較検討した。それで
は日本の古い辞典類に「湯治」という言葉が
記載されているかどうか、次に見ていきた
い。
　和訓を含む漢和辞書として最も古いのは、
平安前期の昌泰年間（898～ 901）に完成した
僧昌住が著した『新撰字鏡』である。上代か
ら平安初期にかけての国語を調べるのに欠か
せないというが、「二十七　疒」部や「五十六 
水」部に「湯治」はもとより、温泉関連の言葉
は一切記載されていない 16）。
　平安時代中期、承平年間（931～ 38）に源
順（したごう）が編纂した辞典『倭（和）名類聚
抄（鈔）』（20巻本）巻一・水部第三に「温泉
＝和名由（ゆ）」項があり、「温泉百病久病（長
患いの病気─筆者注）入此水多癒」と説明し
ている 17）。温泉は治癒効果を発揮すること
を示すが、「湯治」という言葉は記載されて
いない。
　次に、平安末期に橘忠兼の編纂で成立した
辞書『色葉字類抄』（二巻本と三巻本）では、

表2　辞書類の温泉関連及び「湯治」という用語記載の有無

（注）筆者作成。
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「ゆ（由）」項に「温泉・湯泉（ヲンセン・ユ）」「浴
室（ユヤ）」「内衣（ユカタヒラ）」等の用語を
記載している 18）。しかし「湯治」という言葉
は依然出てこない。
　時代はずっと下るが、1547（天文16）年か
天文17年頃に成立したとされる室町時代の
国語辞書『運歩色葉集』19）でも、該当しそう
な「登（と）」項に「冬至」「東司」等はあって
も（湯は「とう」とも読んでいた）、また「遊
（ゆ）」項でも「湯立」「湯女（ゆち〔ぢ〕ょ）」
はあっても、依然として「湯治」は収録され
ていない（表2）。
　これに関連して、漢字学者の簡野道明著
『増補 字源』によると、「湯」項の用語例に「湯
治（とうじ）」を挙げ、「温泉に浴して病気を
なおす」20）と説明している。ただし、これは
日本のみに通用する訓義で、「湯治」は日本
で造られた文字（国字）と説明している。『日
本国語大辞典』では「湯治」を「温泉、または
薬草などを入れた風呂に入って、病気を治療
すること」21）としている。
　このように平安時代を通じた辞書類には
「湯治」という言葉を記載していなかった。
次にみていく「湯治」の文献記録への登場過
程、時期からも、漢字流入後の日本で実情に
沿った多くの国字、和語が生み出されたのと
同様に、「湯治」という言葉も日本で編み出
されていったと考えられる。その時期につい
ても次に考察する。
（2）文献に初登場する「湯治」
　西川義方は先の『温泉言志』で、「『湯治』と
いう言葉の初めは、平安末期に、藤原頼長が
ものした『台記（たいき）』の久安三年（1147--
筆者注）二月十一日の條に『始湯治。毎日二
度。禦（ぎょ）風（風邪を防ぐ --筆者注）』とあ
る」のが初出とした。そして「この湯治は、
その前後の記述を参照すると潮湯であって、
温泉浴ではない」と述べている。「湯治」とい
う用語の使用概念の変化の指摘はそのとおり
である。
　しかし実際には、温泉との関わり抜きに

「湯治」という言葉が文献に現れるのはずっ
と早い。先の藤原行成『権記』はそれより約
150年前の999（長保元）年7月9日付で、少
将藤原成房の病悩が改善したことについて、
「少将、今朝、甚だ不覚。今の間、頗（すこぶ）
る宣（よろ）し。湯治の験（しるし）なりと云々」
（以下引用文中のゴシックは筆者）とつづっ
ている。
　『権記』は1002（長保4）年10月15日付にも、
産後の肥立ちが悪い行成の正室について、
「病者、終日苦悩す。只、湯治の時、頗る其
の隙（すき）有り」と記している。いずれも湯
水等の入浴その他の処方による「湯治」で、
病悩が少し改善したようである。
　また、藤原資房の日記『春記』では1039（長
暦3）年10月5日、自分の容態が思わしくな
いとき、「或いは独り随子を服さしめ、或い
は湯治せしむ」と記す 22）。「随子」は薬草であ
る。同年11月19日にも、「資頼の家に向かふ。
終日、湯治す。経長・資髙・資仲等、同じく
沐浴す」とある 23）。これらの記述からは、貴
族邸内での服薬治療以外の沐浴行為を「湯治」
と表現していることが明白である。
　同『春記』にはその後も、1040（長久元）年
6月10日付「終日、湯治す」、同年8月30日
付「御湯治有るべし」、1041（長久2）年3月
18日付「是れ風病か。仍りて湯治す」という
ように「湯治」が頻出する 24）。一方、時期を
少し戻して、先の『小右記』にも温泉と関わ
りのない「湯治」用語が頻出する。その一例
として1019（寛仁3）年9月28日付には「灸
後湯治者…」25）と記す。灸治療の後に「湯治」
しており、灸治療とは区別している。
　一方、物語の世界にも温泉とかかわりのな
い「湯治」という言葉が登場する。『今昔物語
集』巻19の「般若寺覚縁律師弟子僧信二師遺
言一語第廿三」で、師の覚縁律師が「病ヲ受
ツ。暫ハ風ナド云テ湯治ナド為（なす）レドモ
…」26）と記す。覚縁は般若寺の僧なので、「湯
治」の内容は温室・浴堂での湯浴み（蒸し風
呂も含む）であったのではないか。覚縁は
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1002（長保4）年に亡くなっているので、こ
の話の収録はそれ以降のことであろう。
　このように平安時代中期から文献に温泉と
は関わりなく、「湯治」という言葉が現れる
（表3）。平安王朝では、朝廷や貴族社会で湯
を用いた御湯殿や湯浴み行為、沐浴が定式化
された。さらに海水利用の「潮湯」（のわか
し湯）なども行われるようになる 27）。日常に
おいて湯を体調や症状改善目的に使う治療行
為が定着してきたことが背景にあるのではな
いかと思われる。
　こうした温泉に関わらない「湯治」行為の
内容とその順序を確認するには、平安末期の
1164（長寛2）年から鎌倉初期の1200（正治
2）年まで36年間にわたって公卿・九条兼実
（1149～ 1207）がつづった日記『玉葉』28）が
ふさわしい。
　「病悩」をよく訴えた兼実の日常を反映し
てか、『玉葉』には温泉に関わらない「湯治」
への言及が多く、あらためて貴族の日常生活
での「湯治」内容がわかる。典型例を挙げれ
ば、「定成来、問二湯治事一、所労體、尚脚気
風病…今一両日、可レ始二水湯一、来月二三日
之間可レ浴二潮湯一云々」（嘉応3年〔1171〕2
月24日）29）である。「湯治」はまず「水湯」に
始まり、次に「潮湯に浴す」ことに続いてい
る。
　『玉葉』はことのほか潮湯を湯治体験する
記述が多い。さらにほかにも、「今日、以二

菖蒲クサ木二種一、湯治也」（承安5年〔1175〕
8月16日）、「風痺を治す為沐浴」（治承元年
〔1177〕8月6日）、「毎日両度、薬湯を浴せ
しむ」（養和元年〔1181〕12月3日）というよ
うに、薬草を用いた薬湯による「湯治」も記
している 30）。

４　温泉に関わって使われ始める「湯治」
（1）温泉に関わる「湯治」用語の初出
　それでは、この「湯治」という用語が温泉
に関わって使われるようになるのはいつ頃で
あるかを見ていく。
　西川義方は前出『温泉言志』で、「室町中期
の長禄三年（1459---筆者注）五月の湯田の禁
制に『但し湯治の人云々』とあるのが、私の
知る限りの最初である。それが、織豊時代を
経て、江戸時代に入ると、俄かに滋（しげ）く
なり、遂に湯治即温泉浴となって了ったので
ある」と述べている。これについても、もっ
と早い事例が確認できる。
　文献例は、先の『玉葉』である。そのうち
1175（安元元）年10月10日付の記述「長光
朝臣、日来為二湯治一、下二向紀伊國所知一、
今月三日於二高野一、忽出家入道、今日示二送
此由一…」31） （以下ゴシックと返り点は筆者）
がこれまでのかぎり最も早い初出事例で、平
安時代に温泉に関わって用いられた貴重な例
と考えられる。
　宮中御湯殿の読書儒（儒者）を務めていた

表3　「湯治」という言葉の文献への早い登場事例

（注）筆者作成。該当表現をゴシックにした。なお、月日は和暦である。
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長光朝臣は、このところ紀伊国でよく知られ
る所の温泉（『日本書紀』『万葉集』『続日本紀』
では「牟婁温湯（むろのゆ）」「紀温泉（きのゆ）」
「武漏温湯」の名で記された現和歌山県白浜
温泉）へ湯治に出かけていた。それが都には
戻らず、今月（10月）3日に高野山に入って
出家、入道となったという知らせが本日届い
た、という衝撃的な話の中で、「湯治」とい
う言葉が温泉に関わって使われている。
　『玉葉』には11年後の1186（文治2）年8月
26日付にも、温泉と関わって「湯治」という
言葉が用いられている。
　すなわち「兼忠依レ病、為二湯治一下二向有間一
…」32）と、病気に依り兼忠が湯治の為に有馬
温泉へ下向したことを記し、「湯治」用語は
明白に温泉と結びついている。1186（文治2）
年といえば、今日では鎌倉時代がすでに始ま
っているとみなされており、古代と中世の境
目にあたる時期である。
　『玉葉』は三巻にまたがり、つづられた膨
大な年月と文章量に比べて、温泉に関わって
「湯治」という言葉が登場する例は限られ、以
上の二例しか現時点で見当たらない。1176
（安元2）年3月9日付には後白河法皇の「有
馬御幸」を記している（『百錬抄』にも）が、「湯
治」の言葉はない。これは、法皇が度々熊野
詣でをするなど元気で、温泉療養の必要はな
く、建春門院と保養目的の温泉行だったか
ら、「湯治」とは書けなかったのだろう。
　また、記載例がきわめて少ない理由には、
日記がつづられた期間の真ん中にあたる時代
が、1180（治承4）年の以仁王（もちひとおう）
の令旨によって反平氏の決起が始まり、源頼
朝の挙兵、木曽（源）義仲の京都侵攻など激
動争乱期と重なっていた。自らの去就も問わ
れる貴族たちはとても温泉湯治に出かけられ
る状況ではなかったことも、日記に反映され
ていよう。
（2）鎌倉初期の文献での使用例
　この時期から下って本格的に鎌倉時代に入
ると、温泉と関わる「湯治」という言葉の使

用例も増えていく。
　『新古今和歌集』や『小倉百人一首』の撰者・
藤原定家が治承年間以降50数年間にわたっ
て書きつけた日記『明月記』では、1231（寛
喜3）年9月14日付に、「十四日丁酉、天晴、
浄照坊来談、下旬於摂州欲湯治云々」33）と記
す。定家邸に浄照坊が訪ねて来た。雑談の中
で9月下旬には摂州（有馬温泉）に出かけて
湯治したいという話をした、というのであ
る。
　続いて同9月18日付にも、温泉と関わる「湯
治」の言葉が出てくる。定家自身昨夜より頭
痛と関節痛がして、今朝は行水もしたが、「心
神甚だ悩」状態であった。そういうときに「櫻
井僧正去朔 比為湯治 被向摂州山庄 頓滅」34）、
すなわち櫻井僧正が今月朔（一日）に湯治の
ため摂州山庄（湯山＝有馬温泉）に出かけた
らたちまち病気が滅除した、という話を思い
出したのだった。
　貴族の日記以外からも、温泉と関わる「湯
治」用語の使用と思われる事例が挙げられる。
平安後期の書状・請文を収めた「高山寺文書」
（紙背文書）中に、「之許遣使者云、且為斗藪
（修行の意─筆者注）、且為湯治、…（以下文
字不明）…所申遣…」35）と記された事例で、
記載年次は元暦 2年（1185）と、建久 7年
（1196）8月20日の二説ある。
　端裏書きに「八月廿日到来…馬背寺重陳状」
とあり、訴えられた者が反論申し立てに提出
した上申文書で、「丹後国芋野郷（現京丹後
市弥栄町芋野）字馬背寺住僧並在庁官人等申
状子細事」と続く。申し立て人は抖擻（修行）
目的と湯治目的で近在のどこかに出かけたか
出向く途上だったと思われるが、この場合の
「湯治」という言葉は、自宅などでの湯水を
用いた場合ではなく、どこか温泉場に出かけ
る目的として用いられている。確証はない
が、馬背寺の場所からいって、平安時代すで
に知られた近在但馬国の城崎温泉あるいは
「二方郡温泉郷」（湯村温泉）への「湯治」を指
している可能性が高いのではないか。
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（3）温泉汲み湯にも使われる「湯治」
　「湯治」という言葉は、温泉療養に出かけ
ることだけでなく、さらに温泉の汲み湯（宅
配）利用の場合にも使われていく。自邸や別
荘に温泉水を運ばせ、温泉地に行かずとも湯
治した気分になるという、相当上位の貴族で
ないと味わえない特権であった。
　先の『明月記』1231（寛喜3）年9月11日付
に、「内府今日行例弊事、追被向水田（すいた）
云々、雖有湯治之名、其本意只遊放…」36）と
記す。内府は内大臣で、藤原（九条）道家の
こと。道家の舅で太政大臣（「太相」）を務め
た西園寺公経と共に公家社会の頂点に立って
いた。
　「太相」が湯山（有馬温泉）に出かける予定
をやめ、「内府」の道家と共に水田（現大阪府
吹田市）の別邸に出かけた。別邸には有馬温
泉から「以桶二百毎日運有馬湯云々」37）と記
したように、温泉を大量に運び込ませてい
た。元祖宅配温泉である。定家は二人の振る
舞いに対して、「湯治を名目にして、その本
意はただの遊興でしかない」と痛烈に批判し
ている。
　ほかの文献にも同じ使用例が見られる。前
権中納言・藤原経光の日記『経光卿暦記（民
経記）』では、1267（文永4）年9月の22日付
にまず、「自今日一院（後嵯峨上皇）御浴湯事

云々、被汲有馬湯」38）と、有馬温泉の湯を宮
中に運ばせて入浴療法を今日から始めたこと
を書き留めている。そして25日付に、「一院
御脚気令発御、及御灸云々、依此事無御湯
治」39）と記す。後嵯峨上皇が脚気を発病した
が、灸のおかげで有馬温泉の汲み湯による
「御湯治」はしないで済んだという。

５　まとめ
　以上、「湯治」という言葉の成り立ちと文
献記録への登場の過程、その中で使用概念が
次第に拡がっていく変遷について考察してき
た。「湯治」という言葉はこれまで無前提的
に受け止められてきたきらいがあったが、古
代中国の古典籍や古代・中世日本の辞典類も
比較検証することで、「湯治」という言葉が
和語として平安時代になって用いられるよう
になったことが確かめられたと考える。
　この時代、文献記録の担い手であり、かつ
日常生活で湯水浴みや薬湯をはじめ療養行為
を行える貴族社会において、「湯治」という
言葉が温泉以外に使われることから始まった
としても、その「湯治」内容と手順を貴族の
日記から再確認することができた。
　その内容と手順は、日にちを定めた沐浴、
すなわち水や沸かし湯による湯水浴みを療養
行為に応用することに始まり、やがて薬草を

表4　温泉に関わって「湯治」という言葉が文献記録に登場する例

（注）筆者作成。該当表現をゴシックにした。
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入れた薬湯、海水利用による潮湯へと続い
た。この順番をきちんと守る貴族もいた。そ
してその間に施される灸治療とは明確に区別
されていた。まさしく「湯治」とは湯水への
入浴療法をさすものであった。
　そして「湯治」という言葉がいつ頃温泉と
関わるようになるのかについて、従来の説以
上に早い、平安時代末期という時期の確認が
できた。これが鎌倉時代に入ると、温泉利用
への使用概念がさらに広がり、温泉地から汲
んで運んできた温泉水を宮中や貴族邸で利用
する、いわゆる宅配温泉による温泉療法にも
「湯治」用語が適用される道筋をつけた。
　鎌倉時代以降、日興上人の1284（弘安7）
年10月18日付書状案に「三月のあはいに、
あたみ湯治の次には、如何可有候…」40） （ゴ
シックは筆者）とあるように、「湯治」と温泉
の関わりはなじみ深くなる。
　その一方、室町時代の禅僧・義堂周信が「為
湯醫往熱海」41）と、熱海湯治の際に度々「湯
醫（医）」という言葉を使っている。平安時代
の「湯療」をしのばせる言葉で、温泉療養に
こめた人々の思いは用いる言葉ひとつ深いと
言わなければならない。この時期なお、「湯
治」は温泉療養すべてを代表する言葉に至っ
ていなかったのである。
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　皆さん、おはようございます。環境省の環
境局自然環境整備課温泉地保護利用推進室と
いう長い名前ですが、そこで室長をしており
ます山本と申します。今ご紹介頂きましたよ
うに4月から今の職に就いております。この
推進室ができて一年半ということで、まだな
かなか成果というものもありませんし、これ
からの方向性についてもまだ固まっていない
状態ですが、そうした悩みも含めながら現状
をお話しさせていただければと思います。
　最初に自己紹介をさせて頂きたいと思いま
す。
　環境省には自然環境を担当する職種、造園
職というのがあります。今は別の名前になっ
ていますけれど。ランドスケープ・アーキテ
クチャーといいましょうか、自然環境計画、
緑地計画をする職種で入省して、その後全国
各地で、例えば国立公園等で野生生物保全を
担当する職種ですので、最初の現地としては
長野県の現松本市、当時安曇村の島々という
所に中部地区事務所というものがありまし
て、そこで担当地域としては乗鞍高原や白骨
といった地域を担当したことがございます。
そのほか環境省の本省と地方を往復するよう
なローテーションで、例えば対馬でツシマヤ
マネコの保全をしたり、沖縄で最近話題にな
りましたけど、奄美の国立公園ややんばるの
国立公園の指定をして、世界遺産に繋げてい
こうといったような仕事ですとか、先ほどご
紹介頂いたように長崎県に自然環境課長とし
て出向したこともございます。

温泉法について
　そこが温泉法を所管する課で、初めて温泉
法をまともに読むことになりました。ずっと

自然環境局で自然環境行政をやっています
が、内情を申せば、温泉法という法律は局の
中ではマイナーな法律です。なぜかと言いま
すと、県にほとんどの権限を下ろしていて、
国の方ではかなり少数の職員で担当していた
ということもあって、なかなか自然環境を担
当している職員の中でも浸透していないのが
正直なところです。そして平成29年に2カ
月弱前に今の職に来ております。この推進室
が出来たのが27年12月、一年半経っていま
すので、二代目の室長として赴任致しまし
た。
　ということで温泉についてはまだまだ勉強
中でございまして、とはいっても、行政経験
としては20年以上、自然環境の保全に関わ
った、自然環境を保全しながら活用していう
というところに関わってまいりましたので、
そういった経験を活かして今後の温泉地の活
性化については取り組んで行きたいと思って
おります。
　本日いらっしゃるのは温泉法ですとか温泉
地のことについても非常にお詳しい方々です
ので、聞いたことのある話も多いとは思いま
すけど、温泉法についてと後は温泉地保護利
用推進室の発足と最近の温泉地活性化の取り
組み、環境省としての取り組みについてと今
後の展開ということです。皆さんのご意見も
頂きたいと思っております。
　温泉法は昭和23年にできた法律で、温泉
の保護と災害の防止、温泉の適正な利用とい
ったところが目的となっております。
　温泉の保護に関して言えば、掘削の許可を
出すことや、動力装置を設置をする際の許可
制というようなことがございます。
　また、災害防止に伴う規制というのが、渋

講　演①

環境省における温泉地活性化に向けた取り組み

山本麻衣（環境省自然環境局自然環境整備課温泉地保護利用推進室長）
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谷でガス爆発事故が起きたのをきっかけに急
遽できた温泉の採取の許可、可燃性天然ガス
に係る許可でございます。
　温泉の利用の中にも安全に関するものもご
ざいまして、公共的利用の許可制の中で、例
えば硫化水素ガスの安全対策を取るといった
ところもこの辺りで見ていっているというこ
とになります。
　国民保養温泉地の指定については後で時間
を取って説明をさせていただきます。
　長崎県にいたときに県として申請から申請
許可といった仕組みを担当していて、思いの
ほか温泉法の手続きというのは厄介なものだ
なと実感致しました。掘削の許可に当たって
も様々な条件があるといいますか、それもき
っちりとして明確な基準というのが法律には
位置づけられていなくて、県の裁量がかなり
多いといったようなことですとか、その後動
力装置を付けて更に可燃性天然ガスの確認を
して、更に利用許可を取ると、なかなか複雑
と言いますか、事業者にとっては大変な法律
なんだなということを実感しました。
　この法律上の規定の中で国民保養温泉地の
指定は環境大臣がしますが、その他ほぼすべ
ての事務が都道府県などの自治事務となって
おりまして、国の役割というのは技術的な助
言、審査の際のガイドラインを作るといった
ようなところになります。
　こういった法律を持っていると、温泉に関
する数字を集めるようなことは環境省でやっ
ていることで、温泉のトレンドといったもの
は環境省が追っていける話になります。

源泉数と湧出量の動向
　ここでは源泉数を示していますが、自噴泉
はここずっと横ばいが続いておりまして、動
力揚湯泉がどんどん右肩上がりで上がってい
って、平成18年をピークにその後はちょっ
と下がったり上がったりということで横ばい
と言えると思います。
　全国に2万7千本くらいの源泉がある中で

都道府県別で見ると、断トツが大分県、ほか
では鹿児島、静岡、北海道がかなり突出して
多い。湧出量も概ねの流れとしては同じよう
な動向を描いています。自噴については少し
増えた後に減っているようにも見えますが、
この辺りの要因分析というのはあんまりでき
ていないのは残念で、これからの課題と思い
ます。動力揚湯についてのピークは平成19
年になります。全体の揚湯量のピークが平成
19年となります。
　都道府県別で見ますと、湧出量については
長野県がかなり多い数字を示しています。鹿
児島県は源泉数と同様に多いですね。
　最近の温泉利用状況のまとめとしては、先
ほどからのグラフを見ていただくと分かるよ
うに、源泉数については近年では2万7千本
程度で推移していて、湧出量については必ず
しも源泉数とは比例しないのですが、自噴の
湧出量は横ばい、申請数で見ても平成17年
中くらいから大幅に減少してきて、18年、19
年くらいから減少して、その後横ばいという
形になっています。
　環境省でこれまで数字を取ってきています
が、残念ながら何が影響を与えて、増えて減
っているのか、最近の地熱発電などの申請が
増えていますけれど、それがどの程度の影響
を与えているのか、といったところは実はあ
まり整理はされていません。そこはこれから
今後の温泉全体の流れを見ていく上では重要
なことかと思うので、少し検討して行きたい
と思っています。

国民保養温泉地の指定と国の補助
　温泉法の中で国民保養温泉地というものを
指定できることになっております。これは環
境省が元々持っていた温泉地活性化のツール
として大きなものだったと思います。国民の
公共的な利用の増進のため、温泉利用の効果
が十分期待されかつ健全な保養地として活用
される温泉地を指定するということで、あま
り派手なところ、歓楽街があっては基本的に
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は指定をされないので、自然の豊かな地域に
ある鄙びた温泉地というイメージのところが
多いと思います。現在全国で97箇所の指定
がされております。
　歴史的に見ますと、昭和27年に国民保養
温泉地の仕組みができております。最初の指
定は29年の酸ヶ湯、日光湯元と四万の3カ所。
この後、ポイントとしましては国庫補助制度
ができています。遊歩道とか、園地、休憩所、
野営所、温泉センター、温水トイレとか、そ
ういったものを作るのに国が補助をする制度
がありました。
　その後、国民保健温泉地とか、ふれあいや
すらぎ温泉地の整備、いろんな名前が付いて
いて、それぞれ違いが何かよく分かりませ
ん。基本的には国民保養温泉地の中でそうし
た温泉地を整備していくということでした。
役所の仕事の進め方として、法律に根拠を置
いて何らかの指定をした上で、そこにお金を
回すというのが一般的なやり方ですね。ただ
これがなかなかそうも行かなくなったのが、
平成16年の三位一体改革です。
　一般の方がどれくらい意識をされているか
分かりませんけれど、国と地方公共団体にと
って非常に重大な事件と言いますか、重大な
事象でして、これによって国、法律に指定の
根拠があったとしても、地方の事務であると
ころにお金を流せなくなる、補助金というも
のをそもそも否定する改革でした。補助をす
るということは、国がそこに力を及ぼしてい
るということで、そこは地方自治、地方が判
断して事務を行うべきだということで、国庫
補助制度というものをよほどの理由がないも
のは止めなさいというのが三位一体改革で、
この国民保養温泉地もそれに伴って補助制度
が廃止されました。
　この辺りで環境省では、もう温泉法はガイ
ドラインを作ることが基本的な仕事ですとな
ったのではないかと思います。これ以降はあ
まり活性化ということは口に出さずに粛々と
温泉法の運営をしていった。お金もないし、

どうしようもないでしょうというふうに正直
思っていた。まあ役人としてはそう思うのが
一般的だと思いますし、またそういう流れに
あったと思います。

国民保養温泉地計画書の作り直し
　国民保養温泉地では選定標準を平成24年
に見直しをしています。大きなポイントとし
ては、温泉地計画を作り直して下さいという
ことです。
　指定後ずっと同じもので来ていました。何
十年も経った計画ですが、5年をめどに見直
しをしていくことにして、それが平成24年
から、皆計画を作り直さなければいけないこ
とになっています。新選定標準にもとづき、
5年のうちに作り直して下さいということ
で、それが29年、まあ30年くらいに一応の
期限が来ます。
　そこで環境省としては今年、改めて指定を
継続する意志があるかどうか、計画を出さな
いとすぐに取り消しということには勿論なり
ませんが、今後作り直す意志があるかどう
か、もう良いですという所で指定の解除の申
し出、指定の解除をして欲しいという所もあ
るならば、お話を伺いしますということにし
ています。その結果、この一、二年か数年の
間にもしかしたら減少していく、大きく減っ
てしまう可能性もあると思っています。
　普通に考えると、予算的な措置もなく、指
定をして何をしてくれるでもなければ、指定
の意味がないと思われるだろうと思っていま
したが、最近の動きとして、私が不思議とい
うのもおかしな話ですが、27年以降8カ所
の国民保養温泉地が、そのうち新規の指定
と、大幅に地域を拡大して指定して欲しいと
いう所がございました。ここ3年間で8カ所
の何らかの指定拡充がされております。秋田
の大館市で大館ぐるみ温泉郷、静岡市の梅ヶ
島温泉郷、岡山県美作市の湯郷温泉の3カ所
の新規指定を致しました。
　その他にも継続を強く希望される所や、療
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養泉と言えるかどうかが微妙になってしまっ
た地域もあります。でも何とか条件をクリア
して、継続指定して欲しいという強い希望を
持たれている温泉地の話を聞いて、私も正直
なところなぜそこまで希望されるのか若干不
思議にも思ったので聞いてみたところ、やは
り自分たちの温泉地に誇りを持っていると。
自然の豊かな地域で少し鄙びた感じ、日本本
来の温泉地とも言えるような、自分たちの温
泉地の在り方に誇りを持っているので、この
指定というのは非常に重要なものだというふ
うに言って頂きました。
　この週末、金土と天草の下田温泉にも行っ
てきました。ここでもあちこちに国民保養温
泉地であることに誇りを持っているという掲
示がされていたり、地元の挨拶の中でもその
ことをPRされていることを見ますと、意外
とこれはこれで意味があると言いますか、お
金だけではないということは強く感じまし
た。
　国民保養温泉地で何ができるのか、多分ハ
ード整備のために補助金を落とすことは今後
の流れの中では難しいと思いますけれども、
何かソフト的なことであるとか、PRや新た
なイメージ作り、国民保養温泉地といったも
のをもっと売り出して行くといったようなと
ころでやれることはもっとあるのかなと最近
実感しているところです。今までの認識は若
干改めなければなりません。

いまなぜ温泉地利用保護推進室か
　ここからは、環境省のやっている仕事はど
んなことかということを少し紹介したいと思
います。その前になぜいま温泉地利用保護推
進室なのかといったところについて、私なり
の理解と言いますか、ご紹介をしたいと思い
ます。
　今政府の大きな目標は地方創生です。地方
創生のためにもということもありますが、観
光立国、インバウンドを大きく伸ばしていく
というのが政府全体の方針となります。環境

省もそんな中で政府の一員としてどうしてい
くかという時に、今一番大きく取り上げて力
を入れている国立公園満喫プロジェクトとい
うプロジェクトがあります。
　一部の国立公園ではすごく盛り上がってお
りまして、国立公園を世界標準にしていっ
て、インバウンドで稼ぐ国立公園になるの
だ、と。元々国立公園というのは保護と利用
を両方やっていくということでしたので、一
時期までは保護の面がすごく強かったとされ
ています。保護に偏って、環境省は保護ばっ
かり、厳しいことばっかり言っていて、観光
振興の足かせになっているというようなこと
を、特にバブル期辺りは言われていたと思い
ます。ただそれはそれで大きな役割だったと
言いますか、開発の波をすべて認めてしまっ
ていれば、今資源は残っていない可能性もあ
ったわけです。そう考えますと、今まで保護
してきたものを今こそ良い形で使っていく時
期だろうということで、環境省としてはそう
いった自然資源を地方創生、観光資源に役立
てるということを自らやっていこうという方
向になっております。
　恐らくその中で温泉でも何かできることが
あるのではないかということで、温泉地利用
保護推進室というものができたのだと思いま
す。そう考えると、そういう意味ではすごく
大きな戦略があって推進室を作ったというよ
りは、この大きな流れの中の一部であると言
えるのかなと思います。

最近の温泉地の現状
　温泉地活性化という観点から見た最近の温
泉地の現状について、温泉法を所管している
立場で持ちうる数字というのが幾つかあるの
でご紹介したいと思います。
　近年の温泉地の宿泊者数は減少傾向にあり
ました。平成7、8年から平成10年を越えた
くらいから右下に下がっていったところ、平
成19年辺りから上昇に転じているように見
えます。現状では宿泊延べ人数で1億3200
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万人です。温泉宿泊利用施設数は右肩下がり
のまま上がったようには見えません。宿泊人
数は増えていても、宿泊施設は減っているこ
とが見て取れます。それから温泉利用公衆浴
場数は右肩に上がっていって、今そのまま横
ばいというような状況にあります。温泉利用
者数の正確な数は分かりませんけど、入湯税
収から見た入浴者数については横ばい、入湯
税収が250億円前後で推移しているというこ
とで、横ばいということで判断できるのでは
ないかと思っています。
　ただこれらの要因分析は、源泉数の話と同
じで、なぜ減ってなぜ増えているかという辺
りをもう少し分析していきたいと思っていま
す。
　以上の数字からも見えてくる温泉地の課題
としましては、皆様も感じていらっしゃると
ころと同じかと思いますけれど、地方におけ
る過疎化・高齢化の現象で宿泊者の減少、旅
館の廃業などに悩む温泉地が多いということ
です。日帰り利用が多くて、日帰り利用につ
いては増えている傾向にありますけど、宿泊
が減少しているということで、特に旅館など
での消費額が減少していく傾向にあるのでな
いかと。宿泊施設の稼働率は東京の都市部で
は非常に高く、またホテルなどは高く推移を
していますけれど、旅館業が非常に低い、平
均稼働率が37％ということになっています。
これは観光庁のデータをお借りしています。
　この稼働率を見ると、北海道、沖縄、三大
都市圏は比較的高い傾向にありますが、地方
で青く着色しているエリアは55％未満とい
うことで、全体的に非常に低いことになりま
す。国内修学旅行でも平均単価で泊まれば5
万円近くになりますが、日帰り旅行であれば
1万5千円程度の単価になります。
　外国人の来訪温泉地については統計データ
が少ないので、ただの参考ということで、中
韓、タイ、米50人ずつと、香港、タイ、オ
ーストラリア、フランス各30人ずつを対象
としてヒアリングをしたところ、こういった

ところに訪れていました、ということです。
　一番多かったのが、登別、洞爺湖と北海道
が2つずつあります。そのほか京都の周辺で
嵐山は温泉地というイメージあまりないです
が、有馬、城崎あたりは関西の観光と一体的
なのではないか。そのほか富士山周辺で河口
湖、箱根、強羅、仙石原といったところに今
のところは来ております。

全国温泉地サミットの開催
　そういった現況を踏まえて、環境省で何を
していくかということの手始めといいます
か、温泉保護利用推進室ができて始めたの
が、全国温泉地サミットです。昨年5月に開
催をしたのが初めてで、今年も第二回という
ことで5月15日に開催しました。
　温泉という括りで首長さんたちが集まって
議論をするというのは、あまりこれまで設定
をされていなかったということで意見交換の
場としては意味があったのではと思います。
今年はメインテーブルに座っていただいた首
長さんが20数市長・町長、あと副市長や部
局長さん以上で20数市町村、前に部局長さ
ん以上でご参加いただいたのが10数市長・
首長さんで、その他課長クラスを含めて今回
は92自治体から参加をしていただきました。
　サミットでは温泉地の活性化や温泉熱の活
用について意見交換をしていただいて、長門
市の大西市長に中心的なプレゼンテーション
をお願いしました。その流れの中で参加自治
体から温泉地や温泉を活かした地域活性化、
地方創生に関わる提案がありまして、出席者
の同意の下で大臣に手渡されております。
　次年度は大分県別府市で開催する「世界温
泉地サミット」と連携をした形で開催をして
いく予定にしております。
　要望書の中味としましては、ソフトハード
の両面での財政的支援を含めた多角的な支援
や、温泉地と企業などとの連携支援、健康づ
くりや予防医療への寄与、温泉療養の仕組み
への支援、温泉療養への調査研究、特にエビ
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デンス、温泉療養の効果についての調査研究
についての案を求められた市町村が多かった
かと思います。
　さらに世界に通用する温泉地を目指して、
温泉のブランド化を図ることや、未利用熱を
活かす温泉地の充実、全国温泉地サミットの
継続開催などを含めて、自治体間の連携の強
化に協力してほしいといった中味で要望書を
いただきました。
　その他の温泉地活性化策について、幾つか
紹介させていただきます。
　一つは、日本理学療養士協会と上田市と環
境省の三者で温泉を活かした健康づくりの協
定を結びました。これは上田市の鹿教湯温泉
において、その中にある鹿教湯病院でもの忘
れドックと予防エクササイズを実施して、温
泉旅館で宿泊して、病院でドックを受けると
いうことを地域一体となって進めていく。協
定を結ぶ形でそれを進めていって、また今年
の３月にはそうしたことを地域の皆さんにも
理解を得るようなフォーラムを開催すること
を行っておりまして、環境省としても協力を
させていただいております。

温泉ガストロノミーツーリズム
　もう一つの地域活性化策の例として、温泉
ガストロノミーツーリズムというものが立ち
上がっておりまして、そこに可能な協力をさ
せていただいております。
　地域に根ざした食を探す魅力を目的とした
ツーリズムが、欧米を中心に最近流行ってい
るということで、日本ではそれを温泉と組み
合わせてやってみようじゃないかと、主に全
日空の研究所であるＡＮＡ総研が中心となっ
て、ぐるなびやサントリーなどが一般社団法
人ONSEN・ガストロノミーツーリズム推
進機構を立ち上げました。
　このように温泉と食と地域の自然を楽し
む、滞在して地域にお金も落としていくこと
を目指した機構が立ち上がっております。こ
の中で目玉として、活動の大きな柱は、ウォ

ーキングイベントを地域で開催していくとい
うことがあります。機構ができてから第一回
として開催されたのが10日前くらいですね、
5月20日に内牧温泉で開催されて330人が参
加して、歩いて食べて景色を楽しんでお風呂
に入って帰る、お酒も途中でちょっとずつ出
すので、そうすると泊まりたくもなるんじゃ
ないかという話もあって、そういうイベント
を企画しております。
　この週末、天草の下田温泉に行ったのは、
これの第二回目の開催をされたということ
で、初年度の今年は全国各地で10数カ所で
の開催が予定されています。
　この機構が考えている中味として、ウォー
キングイベントに加えてですね、ツーリズム
に温泉騎士団、何か温泉をサポートしてい
く、温泉を楽しみながらサポートしていくと
いうような人たちを募集していく。有料で募
集をしていくのですが、その中に国民保養温
泉地を絡められないかと、温泉地を回ること
を促すような仕掛けはできないかといったこ
とも含めて、環境省では協力していきたいと
思っています。これ自体は民間事業といった
形になりますが、そうした力を温泉地に使っ
ていくことも重要かと思っております。

そのほかの取り組み
　これはもう紹介にとどまりますが、先ほど
少しお話ししました国立公園満喫プロジェク
トが立ち上がっておりまして、先ず8公園、
8つのモデル事業、モデル公園のような形で
8つの公園で集中的に実証していくことにし
ています。国立公園はご承知の通りかなり温
泉地、昔ながらの観光地を含んでおります。
例えば選定された8公園でいうと、十和田八
幡平国立公園がステップアッププログラム、
全体計画の中で長期滞在を通じた温泉湯治文
化の普及といった中味を入れていたり、阿蘇
くじゅう国立公園では温泉とマラソンを組み
合わせたスポーツツーリズムといったような
こともプログラムの中に入っているので、こ
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ういった取り組みとの連携をしていきたいと
思っております。
　また、環境省は地球環境対策もやっており
ますので、温泉未利用熱の有効活用について
も推進をしていきたいと思っています。
　例えば、メタンガスシミュレーションシス
テムを島田市で補助事業を使って実施をした
りとか、他の都市では温泉熱のポテンシャル
調査を行っているということで、これについ
てはエネルギー対策特別会計という特別会計
があって、一般会計よりは使い勝手が良いと
言いますか、予算がある部署があって、そこ
にお願いして温泉熱にもしっかり使っていた
だくように相談をしています。
　後は温泉総選挙2016ですね。昨年度始ま
って、それなりに話題になっていたかと思い
ますが、そこで環境大臣賞といったものを創
設しています。
　こういったやれることをやってきた一年半
ということになります。この後どうしていく
かについて、少し整理が必要という話をして
おりまして、今週第一回目として、今後の展
開をどうしていくか、どこに起点を置いて何
をしていくべきかといったことを、有識者会
議を開いて提言をまとめていただこうと作業
を進めています。5月と6月と7月と一回ず
つやって、三回で何とかとりまとめをしたい
と思っております。
　その時の考え方として、なぜ環境省がやる
のかということを詰めて議論しなければいけ
ないと思っております。その際に、環境省が
やる意味、環境省の強みとは何なのかを考え
ますと、温泉法を所管しているというのが一
番大きな話かと思います。資源の保護という
ところも視野に入れながら、活性化支援を図
るというところができることではないかと思
いますし、温泉法の中では国民保養温泉地を
指定するという仕組みもあります。その辺り
を核としながら進めて行くことができるので
はないか、と。
　その他、国立公園やエコツーリズムを同じ

局の中で施策を進めていますので、そうした
ノウハウを活かしていくことも可能か、と。
また、地球温暖化対策を推進することも環境
省全体としてはありますので、温泉熱活用の
ノウハウや補助制度も持っているという辺り
が環境省としての強みかと思いますので、こ
こで申し上げたことを意識しながら、少し基
本方針を整理した上で今後の活性化の取り組
みを進めて行きたいと思います。
　また2年後くらいに、この結果こうなりま
してこんなことが出来ていますと言えれば、
と思います。まだまだ途中段階、最初の段階
の話でちょっとまとまりのない話になりまし
たが、ひとまず私からの話はこれで終わらせ
ていただきたいと思います。ありがとうござ
います。

会場との質疑応答
司会（池永）：ありがとうございました。会
場の方からご意見、ご質問等ありましたらよ
ろしくお願いします。
会場（前田勇）：今日の山本室長の話とは直
接関係はないのですが、最近、いろんな言葉
を勝手に使うことの問題が多いのではないか
と気になっています。日本語で日本人が作っ
た言葉で、日本人には通じても国際性がな
い、もしその言葉に知識を持っている人がい
れば首を傾げるのではという言葉が多いよう
に思えてなりません。環境省が直接ではな
く、民間事業を支援していらっしゃるわけで
すが、この言葉は適切なのかと一度検討して
いただいた方が良いのではないかというの
は、「ガストロノミーツーリズム」という言
葉はどう考えても変だと私は思います。
　良く似ていますが、「グルメ」というのは
美味しいモノを食べるとか、美味しいワイン
を飲むという、人にかかわる言葉です。「ガ
ストロノミー」というのは全然違いまして、
古いギリシャ語の食べ物に関する知識の総体
を言います。ガストロノミーという言葉は今
ヨーロッパで盛んにやっていると言いますけ
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れど、私の見るところでは、ヨーロッパの資
料に出ているのは、ガストロノミーではなく
て、実は良く似ていますが、違う言葉が使わ
れているのをごっちゃにしているように私に
は思えます。
　要するに、一杯食べる、大食というのは「グ
ルマン」で、グルマンとガストロノミーとは
似て非なるものです。環境省の問題でも何で
もないですが、環境省で講演されるときに、
この言葉が良いのかとちょっと考えていただ
けないかなと思ったのは、食文化、食と観光
を研究してきた者の理解で言うと、ガストロ
ノミーというのはヨーロッパ中世に始まる観
光形態の中で有力で、美味しいものを探すと
いうのが大きな分野ですが、ガストロノミー
というのはいわば知識の総体なので、良いか
悪いかはあまり関係ありません。
　そのガストロノミーとツーリズムはどうも
合わない。ツーリズムというのは一般大衆が
やる、広がっていくべき社会事象であり、ガ
ストロノミーというのは反社会的であった
り、社会に迷惑をかけてもよいというのが、
ガストロノミーの極限です。日本ではガスト
ロノミーで有名な一人は北大路魯山人です。
現在おられるガストロノミーの最高の人、最
高の人のことを特にガストロノムと言います
が、その最たる者は東京農大名誉教授でいら
っしゃる小泉先生でしょう。つまり普通の人
が食べないような発酵食品を極めるというよ
うな人、これがまさにガストロノミーです。
　そうすると普通に、グルメとツーリズムで
「グルメツーリズム」でなぜいけなかったの
か。ここからは私の推測ですが、グルメとい
う言葉は良い言葉なのですが、困ったことに
1983年に日本人のあるジャーナリストが「Ｂ
級グルメ」という言葉を作りました。これは
世界に通じない日本語です。Ｂ級グルメとい
う言葉からすると、その食通だと言っている
人がＢ級なんです。日本語の意味は違います
ね。安くて大衆的な食べ物で美味しいものが
あるというのがＢ級グルメ。それではまずい

というので、考えた方は存じませんが、ガス
トロノミーの方が良いだろうと付けたのでは
ないかと思いました。
　この前、その団体の責任者に「この言葉は
おかしいぞという人たちが出てきたらどうす
るの」「無理して使わなくてよい言葉じゃな
いの」と言いました。これを通して温泉利用
の拡大というものに繋げようというのでした
ら、本当にこれが良いのか、是非もう一度環
境省のお立場でなさった方が良いのではない
か。環境省は民間を支援するお立場ですけ
ど、是非一度検討いただければと思いまし
て、敢えて申し上げました。失礼しました。
山本：ありがとうございます。主催者の方に
伝えて渡したいと思います。
会場（前田真治）：国民保養温泉地について
ちょっとだけ会場から質問をさせていただき
たいと思います。これの申請に当たっての市
町村の熱意が相当違うんじゃないかと思いま
す。今97温泉地域くらい指定されている中
で、あまり意味がなければやめてしまおうと
いうところもありますし、また市町村によっ
てはそのことを知らないところもあるでしょ
うが、国民保養温泉地というのは高齢者にと
って非常に良い環境を整えて、あるいは一般
の人にとっても体の状態を整えたりする良い
点が沢山ありますので、是非そう言ったとこ
ろを環境省の方でさらに一般化していただけ
ればと思っていますが、何か方策はあります
でしょうか。
山本：現時点ではこれといった方策はありま
せんが、やはり趣旨自体まだ伝わっていない
と思います。市や地域によっては一旦忘れ去
られた制度、そういえばそんな制度で指定を
受けていたなという地域ももしかしたらある
かなと思います。まず国民保養温泉地とはど
んなものであり、今後の展開も考えていると
いうことをきちんとお伝えしていくというこ
とが大事と思います。
会場（前田真治）：市町村の方もいらっしゃ
いますので、是非そういったことをしていた
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だいて、そうしたものを利用していただけれ
ばと私自身思っております。ありがとうござ
いました。
会場（浜田真之）：前田先生の肩を持つ訳で
はありませんが、ヨーロッパの場合には必ず
医者が絡んでいます。日本の場合、温泉療法
医のことを書いてはありますが、本当に国民
保養温泉地に温泉医が常駐しているかという
と、ほとんどない。今指定された数を見れば、
多分数えるくらいしかない。それで本当に良
いのか。それを徹底してしまうと指定ができ
なくなることもあるのでしょうが、保養、療
養を考えた場合には、きちんと温泉医と連携
できるシステムで、歓楽よりも保養とか療養
の方に温泉利用を持って行ったほうが良いの
ではないかと私は思います。特に温泉ができ
たことによって、実際にそこの保険料ががた
っと減ったという例が新潟県の入広瀬村にあ
り、温泉ができて保険料がこれだけ減った
と、そこの村長さんが見せてくれたことがあ
ります。実際には病院から温泉に行く場所が
替わったということもありますが、それでも
構わない。ですから温泉を利用するシステム
をもう少しきっちりやっていただきたいとい
うのが私のお願いですが、何か方策はありま
すでしょうか。
会場（前田真治）：代わって答えるのはきっ
と私だと思うのですが、温泉療法医という制
度を設けまして、この環境省からの国民保養
温泉地に関して、その地域にいなければいけ
ないということはなかなか温泉療法医の数と
その地域の分布によってかなり違うものです
から、現在は温泉地で何かあった場合には緊
急の対応ができなければいけないということ
と、温泉の療法については必ずそういったと
ころに聞けるような体制をということでとっ
ております。聞けるような体制の中には、私
の属している温泉気候物理医学会があり、そ
こに問い合わせしていただくというシステム
を作りましたので、その辺りは情報社会です
から、カバーできるかというふうに思ってい

ます。
会場（浜田）：東京には温泉療法医は沢山い
ます。東京に固まらず、地元にいる医者がな
れるようなシステムに日本温泉気候物理医学
会の方でも努力してくれませんかというの
が、私のそちらに対する要望です。
会場（前田真治）：努力はさせていただこう
と思います。
司会：それではもう時間が来ましたので、こ
れで終わりたいと思います。どうもありがと
うございました。
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　保健環境研究所衛生研究課の森と申しま
す。今日はどうぞよろしくお願いします。

三重県の温泉概況
　三重県をクローズアップした図の中の点が
源泉の位置になりますが、こういうところに
偏りがあります。これが榊原温泉ですね。こ
れが犬山、長島温泉になります。源泉総数と
しては197で全国第31位です。決して多い
というわけでは正直ありません。自噴は大体
1割弱、後は動力ということになります。源
泉総数に対して冷鉱泉が大体半分、4割くら
いですね。あと高温泉は23％、全国26位と
いうことで、三重県の場合は火山がないの
で、非火山性温泉の典型的な分布をしている
所です。
　総湧出量は44,914リットル毎分、全国第
10位ですね。全国で一番多いのが玉川温泉
だと思いますけど、あそこは大体毎分1万リ
ットルくらい出ますので、三重県全体でそれ
5本くらいになります。
　ただし一つ言えるのは、三重県は温泉の宿
泊者数が全国15位、収容定員が11位、年間
宿泊利用人数が12位ということで、これは
多いほうです。去年伊勢志摩サミットがあり
ましたけれども、三重県は観光県として売っ
ています。キャンペーンなどもいろいろして
いまして、視察会で行かれた伊勢神宮には本
当に沢山の方が昔から来られるわけです。
　そういった観光客のニーズとして温泉とい
うのは当然ありますので、温泉のニーズがと
ても強い地域ですが、ただ資源的にそんなに
恵まれているわけではないというところだと
思います。我々研究所としても、限られた温
泉資源の中でどこまでそれを最大限効果的に

利用できるか、どのように活用できるか、知
恵を絞って研究するというのが我々の立場と
認識しております。
　三重県ではこれまで県内の温泉を対象とし
て、健康づくり、エネルギー、地域振興、温
泉資源保護、地球化学、こういった様々なア
プローチから積極的に調査研究に取り組んで
きました。幾つかある中で皆さんに興味を持
ってもらえそうな研究課題を4つ、今日は用
意しました。

温泉付随ガスのエネルギー活用
　まず一つめが、温泉付随ガスの石油代替エ
ネルギーとしてのフィージビリティスタディ
ということで、日本語で言うと、実行可能性
試験です。この舞台になるのは桑名市長島町
の温泉です。
　この実験は東日本大震災があった2011年
に始まりました。日本では電力供給のパラダ
イムシフトがあって、温泉発電も可能性とし
て研究をたくさんできるように、その一環と
して行いました。
　図はちょっと黄色で見にくいですが、木曽
川ガス田で描いてあります。三重県と愛知県
の境界くらいのところにガス田があります。
長島の温泉というのはこの縁に位置していま
す。この辺りは非常にガスが多い地域という
ことで、昭和40年くらいに長島のこの温泉
は地元で開発が進んでいます。掘削深度は大
体1,500～1,600mで、ほぼ一致しています。
当時としては千ｍを超える温泉はクレージー
な深度、そんなに深く掘ってどうするのとい
うような深さです。なぜそれだけの深さを当
時掘ったかというと、天然ガスを掘る目的が
あったからです。従いましてこの地域から湧
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三重県における温泉研究─温泉資源の保護と活用─

森　康則（三重県保健環境研究所衛生研究課主査研究員）

温泉地域研究　第29号　44～ 50（2017）



－45－

出する温泉には天然ガスが一杯で、ガスの主
成分はメタン、可燃性天然ガスがたくさん含
まれているということになります。
　平成20年に東京都渋谷区で、シエスパと
いう施設の屋根がどんと吹き飛ぶという事故
がありました。その原因物質の一つとされて
いるのがメタンです。その時の事故をきっか
けにして、温泉法が改正されます。それまで
は全然規制がなかったのですが、今の温泉法
では、ガスセパレーターを設備して、安全な
場所で大気に放出することになっています。
大気放出されているというのが今の状態で
す。
　ただしメタンというのは天然ガスそのもの
の主成分ですから、ボイラーとかコジェネシ
ステムとかでこのメタンを利用することがで
きれば、エネルギーとして使えるのではない
かというのが一つあります。あとメタンは
CO2の21倍の温室効果ガスです。メタンを
燃やしてCO2に変換してあげるだけでも、
地球温暖化対策で21分の1にすることがで
きるとことになります。エネルギー化の観点
と地球温暖化の観点から、これを実用化でき
ないかと実験調査をしたのがこの研究です。
　これが結果です。長島の付随ガスのメタン
濃度は、一番濃度が高いところで77.1vol％、
3／4くらいがメタン、残りが窒素などとい
う結果がでております。これに湧出量を掛け
まして、メタンの大気放出量を一日当たりど
れくらい出ているか計算しますと、最大で
239㎥、地域全体で400㎥のメタンが大気放
出されている計算になります。これをCO2

で換算しますと、最大で日量5019㎥、地域
全体で8700㎥の温室効果ガスが放出されて
いることになります。これを、ガソリンを燃
やした時のCO2に換算しますと、一日にガ
ソリンを4千リットル燃焼したくらいの量が
温室効果ガスとして出ていることになりま
す。
　燃料ガスの金額換算ということでは、一番
多いところで872万円、地域全体では年間

1500万円くらいの燃料ガスが大気放出され
ている計算になります。今は大気放出ですか
ら、これを空に捨てていることになり、勿体
ないです。
　ただしそうせざるを得ない理由もありま
す。温泉を温泉として掘削して、それを温泉
として利用するには環境省が所管している温
泉法に基づいて運用すればいいのですが、ひ
とたびそれからガスを取ってガスを使おうと
思うと、鉱業法とか鉱山保安法を介して、鉱
山としての取り扱いを受けることになりま
す。こうなると経済産業省の所管になってい
きます。
　そうしますと鉱業権を取ったり、鉱区税を
納めたり、また責任者を置くとか、法規制上
のハードルがあって、なかなか厳しい。ただ
し最近静岡県の島田市が温泉付随ガスの実用
化を進めておりまして、こういったところを
参考にしながら、折角このポテンシャルがあ
る地域ですから、一つの可能性として将来的
に考えていければと思います。

放射能泉活用の健康づくり
　二つめです。菰野（こもの）町に湧出して
いる放射能泉を活用した健康づくりと地域振
興に関わる研究ということで、四日市のちょ
っと山側にある菰野町です。湯の山温泉で有
名な地域です。
　放射能泉というのは環境省の正式の泉質名
です。定義は、温泉水1kg中にラドンを111
ベクレル以上（8.25マッヘ単位以上）含んで
いる温泉水のことを放射能泉と言います。放
射能泉になると適応症として高尿酸血症、痛
風のことですね、さらに関節リウマチ、強直
性脊椎炎といったものを適応症として書くこ
とができまして、温泉の研究者の中では有名
ですが、オーストリアのバートガシュタイン
や鳥取県の三朝温泉、新潟の村杉温泉、増富
温泉もそうです。放射能泉を有効利用してい
く実例は国内外にあります。
　三重県のラドン含有量を上からランキング
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すると、実は第10位までのうちの7つがこ
の町内に位置しています。これは地域性がす
ごくあって、要するにその湧出母岩の地質が
花崗岩で、地元の方は菰野石と言って、庭石
なんかに使っています。それから出てくるラ
ドンがこの温泉水を放射能泉にしています。
　菰野町は来年、湯の山温泉開湯1300年を
迎えるということと、また今高速道路の菰野
インターが開通するということで、その温泉
地のキラーコンテンツを作りたいという意向
はありますので、菰野町との共同研究という
ことで放射能泉の有効活用に向けて研究を行
っていくことになりました。対象としたのは
一番ラドン含有量が多いところに調査協力を
お願いして、いろいろ調査を行ったというこ
とです。

水中ラドン調査
　まず放射能泉利用施設の水中ラドン調査と
いうことで、温泉水の中に溶けている水中ラ
ドンの濃度を測定しました。そうすると、タ
ンク水で141という数字が出たのですね。そ
こから配湯すると、最大でも13.3という数
字が出ます。ここは循環濾過をしていますの
で、2日後にもう一回取って測りますと、0.2
～ 0.3ということで、ほとんど残っていない
状態なのです。
　最初100％だったものが、配湯によって5
％になり、そこから循環濾過や加温すると、
0.25％になる。これは恐らくラドンそのも
のがそういう性質を持っているということな
のですね。ラドンは元素ですが、ヘリウム、
アルゴン、クリプトン、クセノン、そういっ
た一番右側の元素、周期表では全部ガスで
す、だから非常に水中に溶けて湧出します
が、ガスになりやすい性質を持っています。
そこで水中ラドンだけではなくて、空気中の
ラドンも測ってみようということで、さらに
調査を進めました。
　これが空気中のラドンの測定結果ですが、
屋内です。先行研究で日本の空気中ラドンの

平均値として、6.1 Bq/㎥という数字が出て
います。それに比べると結構高めの数字が出
てきました。特に浴室が多いです。53.8、
当たり前ですね。フロントなどにも充満して
いる感じです。屋内だけではなく、屋外も調
査をしましたが、まあn.d.というところも
あります。特にタンクの中の空気は当然です
が、すごく高い。中の空気ですから。普段人
が入るというようなところではありません。
ラドンを含んだ温泉水がジャバジャバと中に
入っていきますので、当然高くなっていま
す。
　ここからは自助努力と言いますか、事業者
の企業努力もありますが、こういったタンク
のラドンが高い点に着目して、この床下に温
泉水を這わせて、そこに床を敷き詰めて、壁
で温めて、サウナを作るという、ラドン浴を
作ったのですね。これは三朝も同じようにラ
ドンの放射能泉を使ったところは大抵そうで
すけど、こういったサウナにしております。
ここでは3年位前にそうした形で熱気浴を作
りました。
　これは今年度に入ってからの事業として、
菰野町と四日市市にある小山田記念温泉病院
という大きな温泉病院と愛知医療学院短期大
学の共同研究で、ラドン熱気浴を行っている
利用者の深部体温や血流量、あと感情尺度な
どのモニター実験を行いました。
　ラドンというのは不思議な物質で、良いと
ころは勿論ありますが、メタンと同じで悪い
ところもあります。放射性物質の一つですの
で、この空気中ラドンをたくさん測り、この
ラドンによる吸入摂取による人工線量の積算
をしてみました。普通はチェックインして、
ご飯を食べて、熱気浴に入ってまたお風呂に
入って、朝ご飯を食べてチェックアウトとい
うごく普通の一泊二日の施設利用をした場合
の人工線量が3.46マイクロシーベルトとい
う数値です。
　3.46をミリシーベルトに直すと、0.00346
ミリシーベルトで、例えばこの施設を月一で
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利用するユーザーを想定して計算すると年間
0.0451ミリシーベルト。世界平均が0.24と
されていますので、かなり低いとは思いま
す。ただし、こうしたことのリスクはあるわ
けで、三朝温泉もそうですが、医師との連携
というものも必要になってくるというふうに
考えています。

温泉地として考えていく
　この町との共同研究ですが、温泉単体で考
えるのではなくてその場ですね、温泉地とし
て考えていこう、と。環境省にできた新しい
室の名前も温泉地保護利用推進室ですし、あ
と全国温泉地サミットというのがあります。
温泉単体ではなくて、温泉地で楽しめるよう
な形で関わっていきたいという菰野町の意向
もありまして、温泉地周辺を歩くウォーキン
グによる健康感の調査を行いました。
　これは菰野町の住民54名の方を被験者に
なっていただきまして、温泉地周辺に行く菰
野口コースとあと住宅地周辺の鵜川原コース
という二つを歩いてもらいました。菰野口コ
ースは、温泉地をずーっと歩いて全長約7キ
ロのコースです。一方、鵜川原コースは田圃
とか住宅地がちょっとあるような地域で同じ
く全長約7キロ。ウォーキングで同じような
距離を歩く、温泉地と市街地で比べてみたい
う研究になります。
　比べたモニター項目は唾液のコルチゾール
という成分です。コルチゾールの濃度が高い
と、ストレスを強く感じている。低いとリラ
ックスしているということで、こういったス
トレス研究には使われる指標になっていま
す。
　結果ですが、菰野口の方も鵜川原の方も、
いずれも統計的有意性を持って下がっている
という結果になりました。
　コルチゾールだけではなくて、感情尺度、
MCL-S2というツールを使って、感情を評
価しました。赤で示したポジティブな感情、
快感情・リラックスに関してはスコア上昇、

青で示したネガティブな感情、不安感に関し
てはスコア低下、という結果になっていま
す。
　これはどちらのコースでも同じように感情
カーブが認められています。あとVASとい
うツールを使ってもやりました。赤で示した
ポジティブな感情については概してスコア上
昇ですね。青で示したネガティブな感情に関
してはスコア低下ということで、大体ですが
ウォーキングコースどちらに関しても感情の
改善が見られています。細かく見ると、緊張
感であるとか集中力では、菰野口コースだけ
で感情改善はされているという結果が出てい
ますので、多少コースの違いというのも出て
きているかなというところです。
　この研究は私の中でも楽しい研究でした。
多分参加していただいた方も楽しく参加して
いただいたかと思います。エビデンスを作っ
て、それを一つのモティベーションにして菰
野町内外の方に来ていただく。菰野町内の方
には健康作りの一つのモティベーションにし
ていただいて、菰野町外の方にはヘルスツー
リズムの一つとして使っていただくという、
仕組み作りや動機付けに使っていただければ
と考えています。

ソーシャルキャピタルの地域拠点
　三つめは、公共温泉施設を地域拠点とする
ソーシャルキャピタルの醸成を目指しての研
究というタイトルが付いています。言葉の意
味は後ほど説明します。日本には自治体が持
っている公共温泉施設がたくさんあります。
津にもたくさんあります。日本だけではなく
て、『テルマエ・ロマエ』などを見ていると、
古代ローマから公が温泉施設を作るというの
はあったということなので、成る程なと思い
ます。
　わが国の公共温泉施設というのは地域の健
康増進、コミュニティーの場として、これま
でもまたこれからも活用されていくのだろう
と思います。その中で公共温泉施設がソー
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シャルキャピタルの地域拠点として活用さ
れる可能性に着目しました。
　ソーシャルキャピタルとは、厚生労働省の
健康づくり、健康日本21という計画の中に
出てくる概念です。説明しますと、「人々の
協調行動を活発にすることによって社会の効
率性を高めることができる信頼・規範・ネッ
トワークといった社会組織の特徴です。その
特徴を有する組織例として自治会や高齢者ク
ラブなどがある」と。一般の方にお話をする
ときにソーシャルキャピタルというのは、要
するに「絆」ですと言っています。絆が深い
地域というのはその地域の健康寿命、健康づ
くりが促進されるし、絆がない地域ではそう
ではなくて健康寿命も低くなるといったこと
になります。
　この公共施設は継続的な利用が見込めると
いうことから、地域住民の健康感をもたらす
影響についてソーシャルキャピタルの地域拠
点として使えるんじゃないかという可能性に
着目して、研究をしたのがこの研究です。

一志温泉やすらぎの湯での研究
　舞台は「とことめの一志」という、ここか
ら車で行くと20分くらいの所で、津市と一
緒に行った事業です。
　津市の所有する「一志温泉やすらぎの湯」
は、温浴施設だけではなくて福祉センター、
図書館、デイサービスセンターなど様々な公
共施設が併設されています。この施設の特徴
は年間延べ30万人の利用客があること。そ
んなに大きな地区ではないのですが、非常に
多い数になっています。そのほとんどが地域
住民で、毎日のように来館するリピーターが
多い。年間会員券があって、それで自分の家
のお風呂のように使っている方が多いという
ことです。
　このリピーターが多いという特徴に着目し
て、研究プロトコルを考えました。まず一週
間被験者の方に温泉入浴を毎日していただき
ます。週一閉館日があるのはしようがないで

すけど、毎日入っていただいて、就寝前に唾
液を採取しました。一週間経ったら、ここで
温泉入浴群と対照群をひっくり返して、そこ
から一週間は非温泉入浴ということで家庭の
お風呂に入っていただく。お風呂を禁止する
のは流石に酷なので、温泉に入るか、家庭の
風呂に入るかという群間比較ですね。
　その寝る前の唾液を、温泉の方と非温泉の
方で比較検討したのがこの結果になります。
この縦軸は唾液中コルチゾールの濃度で、濃
度が高い方がストレス状態で、低い方がリラ
ックス状態の指標ですが、白丸の方が非温泉
入浴群、斜線の方が温泉入浴群、だから温泉
入浴の方が矢張りちょっと低めの数値が出て
おります。
　果たして低めの数字が出ているので、目的
には適ったデータでしたが、統計処理をする
と有意差は残念ながらなかったという結果に
なりました。有意差がなかったので、多くを
語ると学会では怒られてしまいますが、そう
した傾向があったという、可能性として考察
をさせてもらうと、この傾向の要因というの
は、やはり施設でのコミュニティー効果なの
かと。施設自体の閉館の時間がありますか
ら、生活のリズムの規則化とそういった複合
的な要因というのがあるのではと思います。
　地域の公共温泉施設が、他の公共施設と比
べて大きく違うのは、毎日来るという可能性
があることですね。しかもそれが苦にならな
いということなので、特にご高齢の方をリピ
ーターとして取り込んでいくことでソーシャ
ルキャピタル、絆を深めるところの場所にな
る。または温泉施設のサロン化によって医療
費削減、病院に行く代わりに温泉施設に行っ
てもらって地域の医療費を削減するといった
効果が期待できるのではないかということを
示唆する結果になります。

深部由来流体の寄与の可能性
　最後になります。これは三重県中南部の二
酸化炭素泉、塩類泉の深部由来流体の寄与の
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可能性です。これは地球化学の研究課題で
す。
　フィリピン海プレートというのが日本の南
にあります。これがドンドン押していって、
沈み込んで行っているのが南海トラフです
ね、地震がちょっと危惧されている南海トラ
フです。南海トラフとほぼ同じ方向に中央構
造線がある。日本を横断する大断層です。こ
の中央構造線は、三重県を中断するように通
っています。この南海トラフを境にしてフィ
リピン海プレートが沈み込んでいく、その沈
み込んだ深さですね。プレートが沈み込むと
それがスラブという言い方に替わりますが、
スラブの深さは大体20キロから40キロと言
われています。ここから掘っていって大体
40キロくらいになるとスラブがようやく出
てくるということになります。これは世界的
に見ると結構浅い方です。フィリピン海プレ
ートに由来するスラブ深度が浅いので、深部
流体の上昇距離が比較的短いということにな
りますので、スラブ流体が上昇しやすい地下
環境にあると言えます。
　温泉というのは基本的にはその場所で降っ
ている雨水が元になっている。天水起源と言
いますが、ところがこうしたスラブ流体起源
という温泉水も中には、非常に稀ですけど、
あるということです。
　スラブ流体の特徴というのは、塩化物イオ
ンが非常に多いこと、高温泉であること、二
酸化炭素が多いことですね。その流体がどん
どん上がっていく通り道がないといけません
が、その通り道として中央構造線が機能して
いるのではないかということです。
　上がってきたところに出てくる温泉という
のが、数は多くないですけどスラブ起源流体
の温泉というのが幾つか見つかっています。
その中で代表的なのが兵庫県の有馬温泉で
す。有馬温泉は非常に高塩というか、塩気の
強い温泉ですけど、元はフィリピン海プレー
トなのです。三重県にもそういった温泉があ
るのではないか。先ほどの三つの温泉という

のは中央構造線の直ではないが、付近に位置
しているということでその可能性を探ってみ
ようというのがこの研究になります。

スラブ系流体の指標
　スラブ系流体はいろいろ指標があります。
産総研が調べていますが、これは我々が出し
た結果です。リチウム／塩化物イオン比で、
数値が高い方がスラブ起源の特徴とされてい
ます。スラブ起源の特徴である深さでは、濃
度が高い方が深いのですが、北に比べて南の
方がちょっと濃くなっていると思います。
　先ほど200本近く三重県に温泉があると申
し上げました。そのすべてを計算して、上位
5個を見てみますと、中央構造線付近に5つ
とも分布することが分かりました。
　これが中央構造線ですが、ガスの組成でこ
こにCO2が非常にリッチな温泉湧出帯があ
ります。CO2が多いということもスラブ起
源流体の一つの特徴ですね。
　あともう一つ、これは酸素・水素安定同位
体比と言いまして、横軸が酸素の同位体とい
う微量成分の比です。縦軸が水素の同位体の
比です。このメテオリックウォーターライン
というのは天水線と言いまして、雨水を起源
とする温泉水はすべてこのラインにだいたい
乗ってきます。海水はこの原点になります。
三重県にある温泉は大体この辺りにプロット
される。大体天水に乗ってくるわけですね。
　例えばこの1とか3とかいう温泉は天水と
海水の混合ということになります。不思議な
プロットがあります。6、9も不思議で、こ
こに何かがありそうな気がします。
　何があるかというと、これはスラブ起源流
体の深さですが、非常にこの辺りと引っ張ら
れているような気がするということですね。
30から40の間にありますので、先ほど申し
上げました30とか40という数字は20から
40、このスラブの深さともうまく一致する
ということで、勿論だから絶対そうだという
ことでは勿論ありません。幾つかの状況証拠
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を集めながら、スラブ系流体の混合された可
能性というのが示唆できるのでは、と。こう
したものがコマーシャルの一つになっていけ
ば良いと考えています。
　まとめになります。三重県内の温泉を対象
に、健康づくり、エネルギー、地域振興、温
泉資源保護、地球化学、こういった様々なア
プローチから調査研究に取り組んでいます。
その他に検討材料となったものもございま
す。今後積極的に、三重県の温泉を対象とし
て調査研究に取り組んで外部発信に努めて行
きたいと考えています。
　最後に、三重県観光キャンペーンを2016
年の3月まで行っておりました。三重県は非
常に観光資源が豊富で、皆さんが知っている
ビックネームがたくさんあるにもかかわら
ず、それを三重県だと認識されないというち
ょっと寂しい県で、実はそれ全部三重なので
す、とちょっと自虐的なコピーでキャンペー
ンをしました。伊勢神宮、夫婦岩、熊野古道、
いっぱいありますね。こういったビッグネー
ムの観光資源が並ぶ中で、温泉というのも一
つあると。
　最初に31位だなんていいましたけれども、
温泉に入るために来られる方もいます。私の
立ち位置からすると、全国的には温泉研究は
一位だと言ってもらえるようにこれからも頑
張って行きたいと考えております。

会場からの質問
司会（池永）：ありがとうございました。会
場の方から、はいどうぞ。
会場（徳永昭行）：先のスラブ流体、マグマ
水という言葉がありますね。先の6番の領域、
あの天水線より少し右側の6番の領域に来る
のはマグマ水というような呼ばれ方をしてい
ると思うのですが、そういうふうに理解して
よろしいでしょうか。
森：それもあります。
徳永：ここの水質は成分調査の中でヨウ素の
含有量はお調べになりましたか。

森：ヨウ素の場合、鉱泉分析法指針が改定さ
れたのが平成26年でした。それ以降は我々
も測っておりますので、データが段々集まっ
てきている段階です。全県下のすべてのヨウ
素イオンがちょっと今手元にはないのです
が、恐らく10年後にはデータが集まるとい
うことになっております。
徳永：私のところは長野県の松代温泉です
が、まったく同じタイプなのです。松代地震
でかなり研究されていまして、同位体比がさ
っきの6のところにプロットされてきてい
る。炭酸ガスも多いし、ナトリウムイオンも
多いのですが、ヨウ素も多いのですね、プレ
ートが沈み込んでいくときに海藻成分も一緒
に沈み込んでいって、マグマになってマグマ
が消えてなくなるときに水と一緒にヨウ素も
出てくるのではないかというふうにも言われ
ています。中央構造線からちょっと離れます
が、地形が非常に複雑です。こういう泉質は
非常に珍しいので、この一帯を一つに考えた
形で一緒にマグマ水の温泉としてPRするの
も面白いかと思います。今日来ている花山温
泉も同じ成分ですね。これからもっと研究し
ていただいて、そういう意味では天水ではな
い水ということの中で温泉を活用したPRを
できれば良いかなと思います。
森：そういった科学的知見が観光資源に変わ
っていくというのも一つのあり方だと思って
います。松代は、私も信州大学だったので、
松原先生の説を非常によく存じ上げておりま
す。ありがとうございます。
池永：では時間がまいりましたので、これで
終わらせていただきます。
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「ななくりの湯」と榊原温泉
　榊原温泉は古い歴史があり、平安時代から
利用されてきました。清少納言の『枕草子』
117段というところに紹介されていますが、
その「ななくり」というのは榊原の地の昔の
名前で、5キロくらい東に行ったところに「七
栗」として残っています。なぜそれだけ絶賛
されたのか。泉質とこの地の持つ特殊性があ
るのではないかと思っています。
　京都から伊勢神宮へ参拝客が大変賑やか
に、人力やあるいは牛などで移動していた時
代の、途中休むのに適したロケーションにあ
るというふうに思います。そこで要求される
のは、病気を治すというよりは、疲れた体を
休める温泉ではなかったかというふうに考え
ています。
　三重県中央部の地層は、中央構造線の北、
領家帯という地質がありまして、花崗岩とか
片麻岩などで構成されています。榊原温泉は
北に一志断層というのがあり、西に青山高原
布引山の断層があって、断層面から低い地に

ありまして、この断層の隙間を流れる温泉水
の起源があるかな、と。
　この旅館のちょうど真下くらいを泉源とす
る榊原館の温泉分析表です。ぱっと見て分か
りますようにpHが9.6ということで、アル
カリ性の単純温泉ですね、それも31.2℃と
いうふうになっています。
　特徴は見て分かりますように、単純温泉で
成分は非常に少ないことが特徴になっている
と思われます。源泉の成分から見ますと、含
有成分が非常に少ないpH9.6のアルカリ泉
で、比較的浅い100～ 300ｍの深さから湧
出していることが分かります。私が子どもの
頃は自然湧出で、川の中から湧出していまし
た。
　溶存成分の多い高濃度の溶液は、緩衝作用
によりアルカリ性になれないという性質が物
理的にあります。アルカリ性泉は、成分が少
なくて、花崗岩の成分が多い地盤をすばやく
通過することで、水溶性の炭酸塩が溶け出し
てできると考えられています。

講　演③

榊原温泉の医学的効果

前田真治（国際医療福祉大学リハビリテーション分野）

温泉地域研究　第29号　51～ 54（2017）

榊原温泉　榊原館　七栗の湯　温泉分析（平成27年9月測定）
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　泉温は31.2℃と、浅い層から出ている割
には高いです。やはりこれは炭酸塩などが短
時間に溶け込んだことで、泉温が上昇したこ
とを裏付けるのではと思われます。
　日本に見られる多くの温泉は、火山の近く
で超高温の温泉が形成されるために、種々の
物質が溶け込みやすいというような特徴があ
ります。また、厚い堆積層を持つ地域では長
時間岩石に接すると、溶存成分が多くなりま
すが、アルカリ性の温泉は火山周辺や厚い堆
積層以外の場所に限定され、この榊原温泉は
それに当てはまるということです。

アルカリ性単純温泉の特色
　榊原温泉の特徴として、含有成分の少ない
アルカリ性の単純温泉、つるつるした肌触り
の泉質を構成すると考えられます。
　つるつるした肌触りというのは、アルカリ
性による石鹼効果になりますが、皮脂や角質
などの回りにずっと囲ってしまうため、水に
溶けやすくなる。石鹼の効果による界面活性
で、カルシウムイオンとかマグネシウムイオ
ンとか不溶性成分が少ないということも貴重
ですね。ナトリウムイオン、あるいは炭酸水
素イオンが残留しているというように考えら
れまして、つるつるとした肌触りが持つアル
カリ性の泉質には単純温泉が多いというの
は、日本全国で言えるかと思っています。
榊原温泉もその特質を持っているというふう
に思われます。湧出は断層と断層の間の比較
的浅い地層で天水由来、先ほど森先生がおっ
しゃられたように、ここは天水由来で湧出量
もあまり多くない。やっぱり汲みすぎると成
分の変化を来たしやすいというのもありまし
て、そのためにも厳格なる保護が必要な温泉
というふうに考えられます。
　歴史的にも示されたように、古くから自噴
していた温泉でしたが、やはり近年に温泉掘
削も進みまして、自然湧出する自噴泉ではな
くなってしまいました。現在はすべてが動力
揚湯泉であるということも、将来に向けて注

意する点だと思われます。

美肌湯の医学的効果
　次に、美人の湯、美肌の湯というふうに言
われる温泉の医学的効果について少し触れた
いと思います。
　温泉ですので、まず温熱効果があります。
それに加えて、アルカリ性単純温泉としての
効果があると思われます。アルカリ性が皮膚
に対する石鹼作用で脂質などが溶けやすい、
ピーリングですね。角質の希薄化が生じま
す。
　角質というのは本来、人間の肌を紫外線と
かいろんな外敵の攻撃から守る機能を持った
組織ということです。なくなってしまえば無
防備な状態になる。これがポイントですが、
その防御のために皮膚の再生を急いで促すこ
とになります。アルカリ性単純温泉への入浴
は皮膚の再生を活性化することになります。
　加えて、温熱で皮膚が温まりますので、皮
膚の表皮近くの血流が増える。新鮮なタンパ
ク質とか、あるいは酸素、エネルギーなどが
皮下に豊富に存在する状態へ変化してまいり
ます。これが模式図で、正常な肌というのは
外敵から角質層で皮膚が守られていることに
なり、これが水分も保湿もきちんとキープで
きるということになります。
　温泉で角質が薄くなった皮膚というのは、
皮膚を通して紫外線が中に入ってくる。基底
層と言われるところが反応して、体内の水分
が奪われるためにこれは守らなければいけな
いとすぐに人体というのは反応するわけです
ね。そこで守ろうとするわけで、皮膚を作り
出そうとします。
　温熱効果によって血流、血の巡りが良くな
っておりますので、細胞再生の素材が存在す
るということになっています。そしてここで
28日間をかけて表皮に達するわけです。そ
ういったことはすぐに効果は出ませんが、こ
うして1カ月くらいすると、結構な皮膚が出
来上がってくるということになります。
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　最近いろんなところで取り上げていると思
いますが、やはり細胞再生のシステムが存在
するということで、この温泉地にいると肌が
ツルツルだなとか、良い肌をしているなと
か、そんなことが出てくるかなと考えていま
す。
　こちらは炭酸水素ナトリウム泉ですね。そ
の実験で、アルカリ性による皮膚の石鹼乳化
作用などがあって、皮膚の皮脂量が抜けてく
るというデータがあります。
　このアルカリ泉に入浴すると、肌が滑らか
になるということになり、さらに天然の保湿
成分として、水分を保湿して皮膚をピチピチ
にするようなものですけど、それを水道水と
比較すると、統計学的に有意に保湿するとい
うことが見られます。やはりいったん皮膚を
ピーリングで剥ぎますと、ツルツルにします
と、皮膚の再生能力が上がるということで
す。そのため入浴したときにはツルツルの肌
として、即時効果として心地よさを感じま
す。長期的な効果としては皮膚の、肌の再生
増進ということがありますので、リフレッ
シュして新しい肌感というのを感じること
になります。
　なぜかはまだ証明されていませんが、全国
にある多くの美肌の湯と言われるような温泉
地の人は肌つやが良い、おばあちゃんが来る
と肌つやが良いねということです。弾力性の
ある皮膚を保つことが特徴であることと、相
反しないと思われます。
　塩分などの成分がほとんどないという特徴
で、保湿力には乏しいんですが、逆に出浴後、
さっぱりとした肌感につながって、夏の入浴
には適していることになりますので、こうい
ったことも良いかなというふうに思います。
　次に、飲泉では、アルカリ性の泉質ですか
ら、胃の中の酸を中和するという働きがあり
ます。それで効果として、逆流性の食道炎と
か酸性胃炎に良いと。さらに、塩分制限のあ
るようなナトリウムの塩分量が少ないという
ことで、安全ということになりますので、多

少飲み続けても安全かと思われます。

単純温泉の利点
　この温泉の最も特徴とするところは単純温
泉であると思われます。これは成分が少ない
ことが、体に対して刺激が少ない、負担をか
けないという点です。これは最も良い点だと
いうふうに思われます。
　この単純温泉は、2014年の温泉の禁忌症
や適応症の改定でもありますように、心理的
ストレスなど日常のストレスを改善すること
につながります。このデータは東北地方や箱
根をはじめとする温泉のデータがありますの
で、確かに単純温泉はストレスを改善する。
体への負担が少ない。非常にまろやかなの
で、入浴して疲れを癒やすには最適な温泉地
と思っています。また子どもや高齢者にも負
担が少ない、これが単純温泉の特徴です。な
おかつ長く入浴を繰り返しても湯あたりなど
の反応を来たしにくいということで、安全な
温泉だと思います。
　榊原が古くから温泉地として賑わってきた
理由は何かということですが、この単純温泉
としての特徴というのが古くから今日まで実
感できていたというふうに思われます。この
ことが伊勢神宮に行く途中の体を休めるため
の温泉地として適しています。病気を治すと
いうよりは、こちらの方がメインだったかと
考えられます。
　さらに検出できない程度の、危険性のない
硫化水素ですね。このほのかな匂いも独特の
温泉情緒を醸しだして、温泉地に来ていると
いうようなニュアンスを感じるかもしれませ
ん。単純温泉はそういったことで、子どもか
ら大人まで誰もが楽しめます。そして長期間
滞在できる。単純温泉の有名な温泉地とし
て、鬼怒川とか箱根湯本とか日光、宇奈月、
下呂、道後、由布院などもありまして、当地
も同様かというふうに考えています。
　まとめとなりますが、榊原温泉というのは
非火山地帯かつ花崗岩の地層からアルカリ性



－54－

単純温泉が出る。小高い山間地で温暖な地に
あります。四季を通じて温泉の入浴を楽しめ
る温和な環境に恵まれて、まわりを見ても分
かりますように緑に囲まれています。
　また、泉温は32℃前後で、長時間入浴も
可能で、疲れやストレスとかを解放できるこ
とになります。温浴ではプラスの効果として
肩凝り、腰痛、疼痛性疾患の医学的効果も当
然得られるということになります。それに加
えてアルカリ性の温泉として、美肌感という
のを体験しながら美容効果の高いことが、こ
の榊原温泉の医学的な効果だろうと思われま
す。
　こういったことが榊原温泉の特徴かと思わ
れますので、入っておられない方は又来られ
て、入っていただければと思います。

会場からの質問
司会（池永）：会場から何か質問等ありまし
たら、どうぞ。
会場（ジュアンド）：素晴らしい温泉に入ら
せていただいて、食事も美味しくてありがと
うございました。前田先生は温泉気候物理医
学会の理事でもあられるので、お伺いしたい
のですが、温泉気候物理医学会の方では温泉
に健康保険を適用させることについてはどう
なのでしょうか。違和感をどうしても感じざ
るを得ないのは、フランスなどヨーロッパで
は温泉療養に健康保険が適用されているとい
う前提があって、その健康保険が廃止される
かも知れないという危機に直面しています。
　その中でどう軽度の鬱病の人を温泉で改善
させるかという研究をしたら、この9割の人
が減薬の効果が出ましたとか、それからアル
ツハイマーの人たちとその家族をどういうふ
うに温泉地で受け入れたらよいかに取り組ん
で、高い評価を受けたとか、日本とすごく違
うなと思うことがあります。やはり健康保健
が適用されているかどうかで違ってくると思
いますが、先ほどの先生の調査などを考えま
すと、保険適用の方向に動けたら良いんじゃ

ないかなと考えますが、いかがでしょうか。
前田：今、温泉気候物理医学会の保険委員を
していますが、日本の保険状態はパンクして
いますので、それに新たに加えるというのは
相当に難しいということと、確実にその効く
ということを学会レベルで出さなければいけ
ないということです。
　現在もそういったことはやっていないかと
いうとそうではなくて、単発的には現在は三
朝温泉とかあるいは草津とかそういったとこ
ろはもう温泉利用の適応症の一部にはなって
います。さらにフランスも同様ですけど、温
熱効果に関しては、それも客観的なデータが
ないといけませんので、そのデータを集めて
厚生労働省には追い打ちをかけているんです
が、なかなか厚生労働省は難しい面もあるよ
うでして、フランスとかイタリアとかあるい
はハンガリーとかそういったところのデータ
も示しながら、現在保険が多少なりとも認め
られることを追求して進めています。
司会（池永）：ありがとうございました。そ
れではこれで講演を終了させていただきま
す。
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　温泉に従事する者や温泉に興味を抱く者に
とって、このような包括的で百科事典的な温
泉誌が日本各地の主要温泉地について書かれ
れば良いと思えてしまうほどの出来映えであ
る。『熱海市史』も温泉地熱海だけあって温
泉に関する記述の詳しい本であったが、市史
という性格上、温泉に特化はしていなかった。
　老大家から若手研究者までを糾合したオ
ールジャパンという印象を与える執筆陣は、
既に知悉したことを述べる安定した筆と新し
い分野に切り込んでいく鋭い剣が混在するか
のようで、その不調和とも思える文体も楽し
い。特に女性研究者の優秀さには目を見張る
ものがある。
　A4判オールカラーという大冊のためもあ
り、そこに数多くの写真・絵・地図が収めら
れており、過去の熱海を知る実に良い縁にな
っている。熱海の伊豆山温泉も描いた「箱根
権現縁起絵巻」などは奥書に天正10年（1582）
とあるそうで、戦国（安土桃山）時代の温泉
地の様子を垣間見せてくれている。
　江戸期の浮世絵も目を楽しませてくれる。
湾内に帆を下ろして佇む和船、沖に見える帆
影、両手を挙げて周航を喜んでいるかのよう
な小舟の客、地引き網を引く漁村の民、それ
を眺める笠を被った二人連れと、実景なのか
夢なのか分からない風景を「熱海夕照」は示
していて、それは恐らく瀟湘八景などを起源
としつつも、熱海の長い文化的蓄積の上に生
まれたもので、想像力と実際が織りなす交響
楽のようなものであったろう。「豆州熱海湯
治之図」も二人の女性の旅人が荷物担ぎの供
を一人連れて熱海の港を見下ろすところまで
来て、「やっと来ましたね」と交わす会話が
聞こえてきそうである。泰平の眠りを楽しん
でいた日本というべきであろうか。

　このことは浮世絵ばかりではなく江戸期の
紀行文についても言える。嬉しいことに熱海
温泉に関する近世紀行文紹介では、主な紀行
文の一覧とその所蔵先までが載っている。さ
らに熱海市立図書館所蔵の和綴じ本紹介まで
ある。ただ明治以降の文学作品に関してはあ
まりの煩瑣を避けたのか、「文学が映す熱海
の近代」の章では成島柳北や坪内逍遙の紹介
はあっても、一覧表にまではしていない。熱
海市立図書館には温泉資料コーナーがあるだ
けにやや惜しまれる。
　無論本書は、熱海が走湯（はしりゆ）と大
湯という特殊な温泉の湧出条件で成立したこ
とを忘れてはいない。走湯という類い希な温
泉が超自然的なものと考えられ、走湯権現
（現伊豆山神社）となり、走湯山が日本各地
に知行を持ち、政治権力と関係していく過程
は歴史読み物としても面白い。
　大湯が万巻上人の法力によって海中から陸
地に移ったという伝説は、源泉の湧出機構の
変化としても自然科学的な興味を抱くところ
だが、熱海は徳川家康の愛顧によって江戸期
を通じてほぼ幕府領で統治され、湯戸と呼ば
れる一種の独占的な営業がなされていたこ
と、明治維新によりこれが変化し、旅館業で
はない別荘としての利用等が介入すること
で、熱海が変化していく過程は子細に読めば
探偵小説のようである。
　これだけ大部で百科事典的な内容を含んで
いる本書であるが、残念なことに索引がな
い。恐らく市制施行80周年記念に間に合わ
せるためにそこまで手が回らなかったことは
想像がつく。しかし本書を十分に活用するた
めには是非別冊でも索引の追加を望みたい。
また将来の熱海のため「噏滊（きゅうき）館」
の復活も望みたい。 （浜田眞之）

書　評①

熱海温泉誌作成実行委員会編『市制施行80周年記念　熱海温泉誌』
熱海市　384頁　2017年4月

定価　3,000円（税別）
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　著者の由佐悠紀氏は著名な地球科学者で、
2001（平成13）年まで京都大学地球熱学研究
施設に勤務し、2004年に京都大学を退官後、
京都大学名誉教授となった。その間、大分県
環境審議会委員（温泉部会長）、大分県温泉
調査研究会会長等を勤め、別府温泉地球博物
館館長としても活躍している。また、日本温
泉科学会元会長（現副会長）で、本学会（日本
温泉地域学会）の理事でもある。
　この度、著者は、本書『地球のはなし─別
府温泉より─』を自費出版した。専門書とし
てではなく、氏の生い立ちや家族のことなど
を写真や挿し絵を交えて紹介する他、これま
での氏の多岐にわたる研究、調査活動の内容
をエッセイの形で分かりやすく解説してい
る。
　すなわち、本文には「いろいろ雑記」とし
て5編、「地球のはなし」（「月刊アドバンス
大分」連載）として18編、「灯」（「大分合同
新聞」夕刊に連載）として184編のエッセイ
が収録されている。特に「灯」は大分合同新
聞に1991年から2010年まで20年にわたっ
て長期連載されたものである。専門の地球物
理学、温泉科学ばかりでなく、南極や中国で
の調査旅行、ヨーロッパ旅行での見聞録、別
府における身近な話題など、豊富な内容で、
たいへん読み応えがある。
　温泉に関しては、「南極で温泉を見つけそ
こなった」（地球のはなし）、「別府温泉十万
歳」（灯17）、「雲南紀行4、謄冲の熱海」（灯
31）、「上総掘り」（灯39）、「温泉水の源は何
か？」（灯 41）、「別府の温泉総調査」（灯
54）、「温泉の観測」（灯67）、「温泉分析書」（灯
71）、「大分県温泉調査研究会」（灯75）、「世
界地熱会議」（灯79）、「モンゴルの温泉」（灯

85）、「子供たちの温泉科学」（灯89）、「温泉
温故知新」（灯91）、「役に立たない研究？」（灯
97）、「時間の尺度」（灯113）、「国際温泉科
学会あれこれ」（灯118）、「明治三十八年の
別府温泉調査」（灯125）、「トルコ･パムッ
カレの石灰棚」（灯132）、「ポンティング＊
と鉄輪」（灯144）、「ポンティング＊と鉄輪２」
（灯145）、「鉄輪の蒸し湯」（灯146）、「別府
温泉の湯量」（灯149）、「非火山性温泉のガス」
（灯154）、「自家用源泉」（灯160）、「湯けむ
りの見え方」（灯172）など、非常に広範囲な
話題で満ちている。＊ポンティングとは、
「二十世紀初め頃の写真家で、英国のスコッ
ト大佐の二回目の南極探検（1910－12年）に、
カメラマンとして同行したことで知られてい
る。」
　評者は、筆者と同世代で、しかも日本温泉
科学会などでも長年お付き合い・ご指導いた
だいているので、共感できることがたいへん
多い。また、評者は南極のバンダ湖の調査に
ついても、間接的ではあるが、関わったこと
があるので、本書を読んで益々「地球のはな
し」は身近に感じられた次第である。
　本書から、温泉は、単なるサイエンスの一
分野ではなく、地球規模の歴史、文化、環境
と深くかかわっていることが分かる。是非、
多くの方々に読んでいただきたい。
　なお、ウェブ上の別府温泉地球博物館で
は、「地球のはなし」から温泉に関する話題
が順次掲載されているのでご覧いただくとと
もに、本書の入手に関することも問い合わせ
いただきたい。

（長島秀行）

書　評②

由佐悠紀著：『地球のはなし─別府温泉より─』
（株）電子印刷センター　349頁　2016年3月

自費出版（非売品）

温泉地域研究　第29号　56（2017）
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１　ヘレン・ケラー来日の経緯
　アメリカ人の社会福祉活動家であったヘレ
ン・アダムス・ケラー（Helen Adams Keller、
1880～ 1968年、87歳没）は、1歳7ヵ月で
目が見えず、耳が聞こえず、口がきけない不
自由な身になりながらも、両親の深い愛情と
家庭教師アン・サリヴァン（1866～ 1936年、
70歳没）の献身的な教育、電話を発明したベ
ル博士など多くの支援者によって、盲目と聾
唖の三重の障害苦を乗り越え、1904年に24
歳で名門ハーバード大学を卒業した 1）。卒業
後は、障害をもつ人々の救済のために生涯を
捧げた女性として、世界中に知られた偉人で
ある。
　ヘレン・ケラーは、講演旅行で1937（昭
和12）年、1948（昭和23）年、1955（昭和
30）年の3度日本を訪問している。この日本
への関心は、古代から江戸時代初期までの歴
史書や文学作品を収集して、『群書類従』（ぐ
んしょるいじゅう）を編纂（1819年）した江
戸時代の盲目の国学者・塙保己一（はなわ ほ
きいち、1746～ 1821年、75歳没）の生き
方を、ヘレン・ケラーが幼少時に母親から教
えられたことにある 2）。
　ヘレン・ケラーの3度の来日は、社会福祉
事業家の岩橋武夫（1898～ 1954年、56歳没）
との縁であった。岩橋は早稲田大学在学中に
失明したが、1922（大正11）年に日本初の盲
人福祉施設である日本ライトハウスを開設す
るとともに、1949（昭和24）年の身体障害者
福祉法の制定に尽力した人物である。1934
（昭和9）年に、岩橋はアメリカ講演旅行中に
ヘレン・ケラー邸を表敬訪問し、その後の生
涯をヘレン・ケラーと友好を深めている 3）。
そして、ヘレン・ケラーが雲仙温泉を訪れた

のは、初来日の57歳の時であった。

２　雲仙温泉での休養と印象
　1937（昭和12）年4月15日に、ヘレン・
ケラーを乗せた豪華客船浅間丸が横浜港に到
着した。ヘレン・ケラーは、7月に帰国の途
につくまでのおよそ100日間、東京・大阪を
はじめ日本各地の盲聾唖学校と、当時日本の
統治下にあった朝鮮・満州各地の盲聾唖学校
を講演旅行で訪問している。それは、全行程
1万4000㎞、訪問地39ヵ所、講演回数97回
をこなす過密な旅程であったが、日本の社会
福祉活動を活発させ、福祉施設の設立に大い
に寄与したという 4）。なお、これから説明す
るヘレン・ケラーの雲仙温泉滞在に関する内
容は、当時の新聞記事（長崎日日新聞、島原
新聞）にもとづくものである。
　ヘレン・ケラーは、5月29日10時から長
崎市の勝山小学校において、市内の男女中等
学校および盲聾唖学校の生徒3,000余名のた
めに1時間半の講演を行った。そこでは、「盲
人聾唖の友よ、大きな心の扉を開いて喜びに
生きることです。健全な人々よ、貴方の感激
は盲聾唖者をたすけることです」の名言を残
している。
　その日の午後、ヘレン・ケラーは、ポリー・
トムソン秘書、関西大学教授岩橋武夫夫妻と
ともに自動車で雲仙温泉に向かい、17時に
雲仙ホテル 5）に投宿した。ここ雲仙温泉は、
3年前の1934（昭和9）年に、瀬戸内海、霧
島とともに日本初の国立公園に指定された集
団施設地区である。島原半島の標高700mに
位置する雲仙温泉は、丁度さわやかな新緑の
季節であり、ヘレン・ケラーは温泉入浴で講
演旅行の疲れを癒やしたようである。湯上が

資　料

ヘレン・ケラーの心身を癒やした雲仙温泉

池永正人（長崎国際大学）
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り後は、パジャマ姿でベランダの椅子に腰掛
け、香りの良い新茶で喉を潤し、トムソン秘
書の手話で松虫の啼き声を知り、「ミーン、
ミーン」と真似て子供のように喜んだという。
ヘレン・ケラーの来訪を知ったホテルの外国
人客たちが、彼女に握手を求めてきた。やが
て部屋に戻ったヘレン・ケラーは、来日して
唯一の休養地であった雲仙温泉の印象を点字
盤で次のように記している。「雲仙はまるで
緑の湖水のようで、また母の懐のようだ。緑
の波紋と深い山の精気が全身を柔らかく押し
包む。日本に来て、ここほど落付きを感じた
ことはない・・・」。引き続き、ヘレン・ケ
ラーは世界の全盲人の福音書とも言うべき著
書『愛盲人』を年内に出版するため点字を記
したという。
　夕食をすませて20時に日本式の風呂を浴
び、湯上がり後は早めに床に就いた。翌朝は
8時に起床して入浴と朝食を済ませ、10時に
ホテルの外に出て雲仙地獄を構成する清七地
獄のそばに立たって記念写真に微笑みをたた
えた。そして、10時半に一旦ホテルに戻り、
トムソン秘書、岩崎夫妻の4人でゆっくりと
地獄めぐりを楽しんだ。午後は、雲仙温泉か
ら北西方向に1㎞離れた雲仙ゴルフ場を見物
した。雲仙ゴルフ場は、1913（大正2）年に
日本で4番目、九州では最初に開業したゴル
フ場であるが、特定の会員への優遇なしに平

等にプレーできるパブリックコースのゴルフ
場としては日本初である。
　2泊3日の雲仙温泉での休養を終えたヘレ
ン・ケラーは、5月31日の朝、島原に下った。
島原港には島原高等女学校の教職員と生徒一
同がヘレン・ケラーを見送りに来ていた。そ
して、熊本県三角（みすみ）港へ向かう13時
50分発の長山丸の船上から、彼女は両手を
高く挙げて見送りに感謝した。ヘレン・ケラ
ー一行は、三角を経由して熊本・阿蘇山・別
府を結ぶ九州横断の観光を楽しみ、別府から
船で大阪に向かったという。
　「私は山が大好きで、雲仙の硫黄の香りが
一入気持ち良く感じられる。山上の地熱は言
い知れない温情を湛へ、湧き出ずる熱湯は自
然の音楽を聞く様な気がする私は、此処に来
て初めて心から落ち着いた気持ちになった。
日本は到るところ火山があり、此の神秘に接
して私は言いしれない感に打たれた。」
　初来日の3カ月におよぶ講演旅行で、唯一
の休養地であった雲仙温泉が、ヘレン・ケラ
ーの心身を癒やしたことをこの言葉から窺い
知ることができる。

注・参考文献
 1） 村岡花子（2014）：『伝説ヘレン・ケラー　
村岡花子が伝えるその姿』偕成社文庫。

 2） 佐藤隆久（2014）：『日米の架け橋─ヘレン・
ケラーと塙保己一を結ぶ人間模様』熊本第一
ライオンズクラブ、7-25頁。

 3） 前掲2）、181-189頁。
 4） 前掲2）、9-11頁。
 5） 雲仙ホテル（旧名：温泉ホテル）は1980年
代に廃業し、その跡地には、雲仙お山の情
報館（国立公園のビジターセンター）とグリ
ーンテラス雲仙（レストラン）が建てられ営
業している。

写真　ヘレン・ケラーの雲仙来訪（1937年）
説明：写真の左からヘレン・ケラー、トムソン秘書、
岩橋武夫夫妻。雲仙ホテル玄関にて撮影。
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１　下諏訪温泉の概要
　下諏訪温泉は長野県の中央部、諏訪郡に位
置する温泉地である。その歴史は非常に古
く、鎌倉時代には存在していたと伝えられて
いる。そんな歴史の深い下諏訪の町は、全国
的に信仰を集める諏訪大社下社の門前町とし
て、また、中山道の宿場町として栄えてきた。
特に宿場町である側面は大きく、中山道と甲
州街道の交差点にあたる好立地であったこと
に加え、中山道で唯一、温泉が湧く宿場とし
て賑わいをみせていた。
　下諏訪温泉の泉源は大小合わせて20か所
以上、湧出量は毎分5,000リットル以上にの
ぼる。主な泉質は単純温泉とナトリウム・カ
ルシウム -硫酸塩・塩化物泉であり、無色透
明で高温が特徴のお湯である。町の中には、
源泉に触れられるモニュメントや垂れ流され
る源泉蛇口が点在している。それらを探して
散策するのも、下諏訪温泉の魅力の一つであ
る。

２　下諏訪の宿泊施設
　下諏訪温泉には諏訪大社近辺から諏訪湖の
周辺にかけて、温泉を引く宿が15軒ほど存
在している。たとえば、仕事などで手軽に利
用するならばビジネスホテル「グリーンサン
ホテル」がその役割を担い、諏訪大社に近い
「かめや」は豪華な温泉旅行向きである。「桔
梗屋」は宿場の町並みに溶け込む旅籠調の宿
であるし、「ぎん月」には湯船に木札を浮か
べて恋を占う、全国的にも珍しい「温泉恋札」
がある。このようにどの宿も宿泊対象が異な
り、趣向に差異を付けるなど、確かな住み分
けができている。

３　下諏訪の共同浴場
　下諏訪温泉には、古くから多くの共同浴場
が存在していた。なかでも、「児湯（こゆ）」「綿
の湯」「旦過（たんが）の湯」は伝統的な浴場で、
「諏訪の三名湯」と呼ばれるほどであった。
三名湯の名残は現代でも色濃く、素朴な内外
観の「新湯」をはじめ、旦過の湯と昭和後期
に新装した児湯の三か所を回る入浴プランで
ある「三湯めぐり」は好評を呼んでいる。浴
場の共存策としての温泉めぐりは、大変有意
義なプランと言い得るだろう。
　下諏訪の共同浴場は四種類に大別でき、厳
密にではないが利用者の住み分けも進んでい
る。一つ目は、組合費を納める地元住民のみ
が入れる浴場。二つ目は新湯や「みなみ温泉」
など、番台があり内湯が存在するのみで、熱
めの源泉が掛け流される昔ながらの浴場であ
る。これらの浴場は地元住民が長湯せずに入
ることが多い。三つ目は、プールや露天風呂
を併設した浴場である。諏訪湖畔の「湖畔の
湯」や「ゆたん歩（゚ゆたんぽ）」にみることがで
き、旅行者や子ども連れの家族が多く訪れて
いる。四つ目は、既述の児湯と旦過の湯に該
当する、伝統的な浴場を現代風に改築した浴
場である。古風なタイルの内湯が特徴であっ
た旦過の湯は、2012 （平成24）年の全面改装
で大理石調の立派な浴室になり、明るい露天
風呂も新設された。利用者も、地元住民から
旅行者まで実に幅広い。

４　今後の課題
　昨今の下諏訪温泉では、複数の宿泊施設の
ほか、「高木温泉」や「富部温泉」等の伝統的
な共同浴場が相次いで廃業している。それ
は、明確な住み分けが進む一方で、客が離れ

温泉地情報

下諏訪温泉における入浴施設の住み分けと課題

澤田陽介（温泉ライター）
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た施設や浴場が経営難に陥る負の一面でもあ
る。例えば、昔ながらの浴場に入ると、地元
の湯客が体を流さず入浴したり、泡が付いた
頭を湯船で洗うなど、乱暴な場面をしばしば
目撃する。そのような振る舞いがあれば他の
利用者が敬遠するのも当然であり、湯客が減
る経営難の一因ともなる。地元で管理され、
地域に根ざす共同浴場であるが、一般開放し
ている以上、利用客は公衆浴場としてのマナ

ーを守る必要がある。
　また、伝統的な浴場の現代風改築について
は苦言も多い。「改築されて、みな同じ顔に
なっていく」とは、とある浴場の番台に座る
女性の言である。住み分けにより、利用者が
浴場の選択をしやすくなった点は大きな成果
だが、共存の面をさらに強化していかねば、
宿や伝統的な浴場の廃業が一段と進んでしま
う危うさもはらんでいる。

図１　下諏訪温泉の浴場分布と現況
筆者作成。

写真１　三名湯のひとつ「綿の湯」源泉
筆者撮影。2017年7月2日。

写真２　情緒を残す「みなみ温泉」
筆者撮影。2016年9月19日。
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●日本温泉地域学会第30回研究発表大会
　2017（平成29）年11月26日（日）・27日（月）の両日、日本温泉地域学会第30回研究発表大
会を栃木県那須塩原市の塩原温泉郷にて開催します。塩原温泉郷は温泉資源に恵まれた栃木県を
代表する温泉郷の一つで、「塩原十一湯」と呼ばれる温泉地が最上部の新湯、元湯に始まり、大
網温泉まで箒川渓谷に沿って並んでいます。泉質も多様で、地名の由来となった塩化物泉をはじ
め大分類で6種類がそろう貴重な温泉郷です。
　大会会場は塩原温泉郷の中心に温泉街が広がる門前温泉です。塩原温泉旅館協同組合と観光協
会にご協力いただき、視察会コースには最奥の新湯、元湯（体験入浴含む）、塩原もの語り館も
コースに含めました。自由論題の研究発表も多く、ふるって参加ください。

　　　　　日本温泉地域学会第30回研究発表大会スケジュール

開催温泉地：栃木県那須塩原市塩原温泉郷門前温泉
　　　　　　〒329-2921　栃木県那須塩原市塩原705
開催日　　：2017（平成29）年11月26日（日）・27日（月）
発表会場　：塩原温泉「ホテルニュー塩原」TEL.0287-32-2611　FAX.0287-32-3312
宿泊施設　：ホテルニュー塩原
懇親会場　：ホテルニュー塩原
視察会集合：11月26日（日）　12時30分　東北新幹線・東北本線那須塩原駅前
　　　　　　すぐに視察会に出発しますので、時間厳守でお願いします
受付　　　：11月26日（日）　17：00～ ホテルニュー塩原
　　　　　　11月27日（月）　  8：50～ ホテルニュー塩原
参加費　　：一般会員・賛助会員2,000円、学生会員1,000円、会員外2,000円、大会 

要旨集のみ1,000円
懇親会費　：5,000円（学生3,000円）。学会指定宿泊施設を利用する場合、懇親会費は

宿泊費に含まれています
宿泊費　　：学会指定宿を利用する場合、懇親会費・朝食込みの1部屋3～ 4名利用基

本で一人当たり料金12,000円（消費税＋入湯税込）です。なお、1名1室
希望の場合は17,000円（同）、2名1室は14,000円（同）です

参加申込　：参加者は10月27日（金）（必着）までに学会事務局振替口座宛に郵便振替で、
参加内訳を具体的に明記して払い込んでください

交通案内　：集合場所の那須塩原駅に、視察会集合時間までに到着する主な鉄道の時刻
は下記の通りです

　　　　　　東北新幹線東京駅11時08分発「なすの257」号（郡山行き）→那須塩原駅
　　　　　　12時21分着。宇都宮駅11時11分発普通（黒磯行き）→那須塩原駅11時
　　　　　　56分着。新幹線郡山駅11時39分発→那須塩原駅12時01分着
　　　　　　帰りは大会終了後、宿のマイクロバスで那須塩原駅まで送ります。路線バ

スも１時間に１本、西那須野駅経由那須塩原駅まで運行しています
　　　　　　東北新幹線那須塩原駅14時02分発「なすの276号」→東京駅15時16分着。

那須塩原駅15時02分発「やまびこ214号」→東京駅16時16分着
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　研究発表大会に参加される会員は、以下の参加形態によって郵便振替で学会事務局振替口座宛
に相当金額を10月27日（金）必着で前納してください。払い込みによって学会参加申し込みと
します。また、本年度年会費（賛助会員：３万円、一般会員：4,000円、学生会員2,000円）未
納の会員はプラスして送金してください。その際、振替用紙の記載欄に振込額の内訳（年会費、
宿泊費・参加費・懇親会費、1名1室または2名1室の場合はその旨、体験入浴希望の方は入浴
料300円前納）を必ず記入ください。内訳が示されていないと、そのつど学会事務局が本人と確
認をとるなど大変苦労しますので、協力ください。
　学会指定宿泊＋学会参加 ： 12,000＋2,000＝ 14,000円（学生： 13,000円）
　懇親会参加＋学会参加 ： 5,000＋2,000＝ 7,000円（学生： 4,000円）
　視察会・学会参加のみ :  2,000円（学生： 1,000円）
　塩原元湯体験入浴料 : 300円（希望者のみ。先着順で締切。もれた場合は返却）
　郵便振替口座番号：００１９０－６－４６２１４９
　加入者名　　　　：日本温泉地域学会

日程
11月26日（日）　視察会、懇親会（ホテルニュー塩原）
 12：30　東北新幹線・東北本線那須塩原駅西口集合
 12：30　那須塩原駅前をマイクロバス２台出発。マイカーの会員はマイクロバスの後
  を付いてきて下さい
  塩原新湯～爆裂火口跡～塩原元湯（元泉館とゑびす屋の２軒について、事前に
  入浴料300円を振込んで申込みした会員に限り、体験入浴可。なお、元泉館
  は男性15名、女性８名まで。ゑびす屋は男性８名、女性５名まで）～上塩原
  集中ポンプ室～塩原もの語り館～湯っ歩の里
 17：00　会場のホテルニュー塩原で宿泊・懇親会の受付
 18：30　懇親会（ホテルニュー塩原）
11月27日（月）　研究発表大会 （ホテルニュー塩原）
 ８：50  受付
 ９：10～ 10：10 研究発表
 10：10～ 10：20 休憩
 10：20～ 11：20 研究発表
 11：20～ 11：30 休憩
 11：30～ 12：10 研究発表
 12：10～ 12：20 休憩
 12：20～ 13：00 講演（公開）・質疑応答

＊ 今大会は早く終了しますので、とくに昼食時間は設けていません。会場周辺ならびに那須塩原
駅西口には食堂も複数ありますので、各自利用ください。
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　　　　　　　　　　　　研究発表大会プログラム

11月27日（月）
自由論題　発表時間：20分（発表15分、質疑5分）
　座長：谷口清和 （温泉地活性化研究会）
 9：10～   9：30  西村りえ（温泉ライター）・滝野沢優子（フリーライター）：「温泉地の

猫から考える地域と人の結びつき」
 9：30～   9：50  松本　馨（岡山県立大学）：「酸性泉の温泉分析書と浴槽の実際の成分

量調査」
 9：50～ 10：10  高橋祐次（東洋大学大学院）：「入湯税の現状と観光振興について」
 10：10～ 10：20 休憩
自由論題
　座長：小堀貴亮（川村学園女子大学）
 10：20～ 10：40 樽井由紀（奈良女子大学）：「温泉と祭り」
 10：40～ 11：00  高柳友彦（一橋大学）：「近代日本における温泉資源の開発と規制 

　---静岡県の事例を中心に」
 11：00～ 11：20  内田彩・今井重男 （千葉商科大学）：「新婚旅行における『温泉地』 

　---1950～ 60年代を中心に」
 11：20～ 11：30 休憩
自由論題
　座長：池永正人（長崎国際大学）
 11：30～ 11：50  前田勇（立教大学名誉教授）：「『新日本八景（1927年選定）』と別府温

泉 ---油屋熊八の果たした役割についての考察」
 11：50～ 12：10  甘露寺泰雄（公益財団法人中央温泉研究所）：「温泉に関する用語の正

確な理解の重要性について　その2　酸化還元電位（ORP）と水位につ
いて」

 12：10～ 12：20 休憩
講　演（公開）
 12：20～ 13：00  大塚好一（塩原温泉観光協会）：「知っていたら…ちょっと嬉しい塩原

のこと」

●　上記の塩原温泉での自由論題発表者は、大会要旨集ワード原稿（図表を含めて各見開き頁：
一頁はタイトル・発表者氏名・肩書を含めて40字詰×40行見当）を10月14日（土）までに編
集委員会（編集担当メールアドレスmi-ishikawa@ac.auone-net.jp）宛にメール添付で送付し
てください。
●　春（例年5月下旬頃）と秋（例年11月下旬）の研究発表大会で自由論題の研究発表を希望され
る会員は、春の大会では2月1日までに、秋の大会では8月1日までに事務局宛に簡単な発表
要旨をつけて申し込んでください。この期限を過ぎると、大会プログラムを作成して学会記事
に掲載する締切に間に合わなくなりますので、よろしくお願いします。
　　同時に、研究発表予定者は大会要旨集作成のため、上記のように発表要旨原稿を各大会開催
日の遅くとも1カ月以上前（春は4月15日、秋は10月15日まで）には編集委員会宛に送付し
てください。
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●　今回で4回目にあたる熱海温泉観光士＋温シェルジェの養成講座を熱海市と共催で、2018
（平成30）年2月16日（金）・17日（土）・18日（日）午前中まで2日半の日程で開催します。受
講受付先は熱海市の温シェルジェ＆温泉観光士養成講座実行委員会になります。講座の詳しい
内容や受付先等は今後学会ホームページにて案内します。
●　来年春開催の第31回研究発表大会・総会の開催地と開催日が決まりました。開催地は熊本
県南小国町黒川温泉、開催日は2018年5月27日（日）・28日（月）です。なお、別府市が5月
25日から27日まで開催予定の「世界温泉地サミット」参加の会員も合流できるように大会スケ
ジュールを組む予定です。
　　詳細は2018年3月25日刊行予定の『温泉地域研究』第30号に掲載します。また、それ以前
に学会ホームページにて第二報を案内します。研究発表を予定されている会員は、次号第30
号の学会記事掲載に間に合うよう2月1日（木）までに事務局まで発表タイトルと簡潔な要旨を
添えて申し込んでください。なお、研究発表申込みは常時受付けています。
●　日本温泉地域学会第29回研究発表大会は、2017（平成29）年5月28日（日）・29日（月）の
両日、三重県津市榊原温泉にて湯元榊原館を会場に開催されました。前回の猿ヶ京温泉での大
会に続き、参加者は73名（うち会員66名）という盛況でした。今回も好天に恵まれ、大型バ
スにマイカー参加が続いた視察会では、大勢の観光客・参拝客でにぎわう伊勢神宮内宮とおは
らい町見学の後、榊原温泉の温泉神社である射山神社、旧泉源跡、現泉源などを地元の方々の
ご案内で視察しました。参加者には榊原温泉のぬる湯の美肌湯の源泉入浴がとても好評でし
た。
　　第一日目の懇親会では、三重県環境生活部大気・水環境課の森口泰行課長補佐、湯元榊原館
の前田幹弘会長からあいさつをいただきました。今大会で講演いただきました環境省自然環境
局自然環境整備課温泉地保護利用推進室の山本麻衣室長、三重県保健環境研究所の森康則主査
研究員、国際医療福祉大学の前田眞治教授のお三方、榊原温泉現地視察で案内役を務めてくだ
さった地元の皆様、そして本大会実行委員長としてもすべてにご尽力いただいた前田眞治先生
と眞理子夫人にあらためて感謝申し上げます。

●　次号の学会誌『温泉地域研究』第30号（2018年3月25日刊行予定）への論文・研究ノート・
温泉裁判例研究・書評・資料・温泉地情報などの原稿を募集します。必ず投稿規程・執筆要領
（学会ホームページに掲載。2017年5月29日改訂を本誌に掲載）に従い、これまでの学会誌を
参考にして、直接編集委員会（編集担当メールアドレスmi-ishikawa@ac.auone-net.jp）宛に
原稿送付状とともに本文ワード原稿ならびに掲載図表・画像等は別途添付（本文はレイアウト
指定のみ）にて送付してください。
　　投稿規定や学会誌のフォーマットに適さないかたちで作成された図版を本文ワード原稿に貼
り付けた状態で送付されると、修正が困難で編集処理作業も大変です。
　　原稿は常時受付けていますので、常に早めの投稿・送付をお願いします。なお、第30号へ
の原稿送付締切は1月15日（月）必着です。論文と研究ノートは、査読を受けてパスしたもの
から順次掲載します。会員の積極的な投稿を期待します。
●　学会事務局では、創刊第1号から前号第28号までの学会誌『温泉地域研究』バックナンバー
をすべて取りそろえています。バックナンバーを希望される会員は事務局までファクスにて申
込みください。頒価は一冊1500円（送料別）です。
●　住所を変更された会員は住所変更届を必ず学会事務局へファクスまたはメールにて送ってく
ださい。郵便局には住所変更届けを出しても、学会誌はメール便にて発送していますので、毎
号「移転先不明」で複数戻りがあり、再発送に手間どっています。
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●　学会ホームページでは、学会ニュース、大会案内、温泉観光士養成講座開催案内などをたえ
ず最新のものに更新しています。会員はふだんから閲覧するようにお願いします。

　　　　　　　新入会員（2017年3月11日～ 2017年9月5日）

伊藤　光弘 東京都 岡崎　達也 福島県
福重　八恵　阪南大学 大阪府 広瀬　正剛　北大大学院 東京都
川田　　均 栃木県 大供　治郎　神辺天然温泉ぐらんの湯 広島県
岸本　直美 京都市

Masahito Ikenaga
テキストボックス




－66－

『温泉地域研究』の投稿規程・執筆要領
（2017年5月29日 改訂）

温泉地域研究　第29号　66～ 68（2017）

【投稿規程】
１．投稿資格
　投稿者は本学会会員とする。ただし、連名の場合は筆頭著者名が本学会会員であればよい。
また、編集委員会が特に認めた場合はこの限りではない。

２．投稿原稿
　①『温泉地域研究』で発表する原稿は、温泉地の研究に関わる未発表のものとする。
　②原稿の種類は、論文、研究ノート、温泉裁判例研究、書評、資料、温泉地情報とする。
　　　論　　　文 ･････････ 実証的または理論的研究の成果として論述した原稿。
　　　研究ノート ･････････ 温泉地の調査報告、研究の中間発表的内容の原稿。
　　　温泉裁判例研究 ･････ 温泉資源ならびに温泉地にかかわる裁判例を論述した原稿。
　　　書　　　評 ･････････ 新刊書等の批評と紹介をした原稿。
　　　資　　　料 ･････････   温泉地の歴史・文化・温泉資源・観光経営など諸々のデータの提示

と解説した原稿。
　　　温泉地情報 ･････････ 温泉地の観光事情や活性化の取り組みなどの原稿。
③論文、研究ノートの原稿は関連分野の学会員による匿名の閲読審査をすることにし、その査
読結果をうけて、編集委員会（常務理事会兼務）が掲載の可否を決定する。修正意見がある
場合は、修正原稿の提出を経て受理される。

④『温泉地域研究』に掲載されたすべての著作については、日本温泉地域学会が著作権を有す
る。転載・複写にあたっては、本学会の承認を受けなければならない。

３．原稿の提出
　①提出書類　　原稿一式（本文、図・表・写真）、原稿送付状
　②提出方法　　電子メールに添付して送付する。
　③提出先　　　編集委員会 委員長　石川理夫  mi-ishikawa@ac.auone-net.jp
　④受　付　　　随時

４．原稿の校正
　　初校は執筆者が行い、最終校正は編集委員会が対応する。

５．抜刷
　抜刷は「論文」と「研究ノート」を対象とし、50部、100部単位の実費とする。なお、筆頭著
者には、当該『温泉地域研究』を2部進呈する。

【執筆要領】
１．本文
①原稿は、ワード（Word）を使用し、Ａ4版用紙を縦にして1段組み横書きとする。
②原稿の構成は、表題、著者名（肩書）、キーワード、本文、注・参考文献とする。なお、表題、
著者名（肩書）、キーワードは英語併記する。

③1頁の文字数　40字×40行＝1,600字（刷り上がりはB5 版 2段組みに相当）
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④執筆分量（図・表・写真を含む）は、以下の印刷頁数とする。
　　　論　　　文　　　8頁、10頁、12頁
　　　研究ノート　　　6頁、8頁
　　　温泉裁判例研究　4頁、6頁、8頁
　　　書　　　評　　　1頁
　　　資　　　料　　　2頁
　　　温泉地情報　　　1頁、2頁
⑤字体と文字の大きさ
・字体は、本文（日本語）はMS明朝、数字と欧文はセンチュリー（Century）を使用する。
・文字の大きさは、タイトルまわり12ポイント、大見出しは11ポイント、以下本文は10.5
ポイントとする。

・日本語タイトルはMS明朝ボールド、英文タイトルと英文肩書き、キーワードの英文はセ
ンチュリー、本文大見出しはMSゴシックとする。

⑥頁番号は用紙下中央に付ける。
⑦人名や術語等は特別なものを除き、常用漢字および新仮名づかいを使用する。
⑧句点は「。」を、読点は「、」を用いる。　
⑨数字（センチュリー）は単数字（1から9）を除き、半角文字とする。
　【例】3人　23人

〔例〕
草津温泉における景観保全の現状と課題

Present Condition and Problem of Landscape Conservation in Kusatsu Spa

中沢 秀夫*
Hideo NAKAZAWA

（脚注）*草津大学 (Kusatsu University)
キーワード：草津温泉（Kusatsu spa）・温泉（hot spring）・景観保全（landscape conservation）

１　はじめに（章）
　（1）草津温泉の開湯伝承（節）
　草津温泉の開湯については……という伝承がある 1）。

⑩単位・年号・標高などを除き、4桁以上の数字には3桁区切りのカンマ（，）を入れる。
　【例】125,800人　12万5800人  2017年　富士山（3776m）
⑪  年号は原則として西暦を使用し、元号が必要な場合は（　）に入れる。原文の引用の場合は
そのかぎりではない。

　【例】2017（平成29）年　　…によると「元禄三年 (1690)…」
⑫動植物等の学名は斜字体（イタリック）を使用し、可能な限り和名を併記する。
⑬特殊な活字は、斜字体（イタリック）、太字体（MSゴシック）で表示できる。
⑭章・節・項のタイトルは、数字はアラビア数字、字体はMSゴシックとする。
　【例】 章　MSゴシック　11ポイント
　　　　　　１　はじめに　　２　○○○○　　３　○○○○　　４　むすび
　　　 節　MSゴシック　10.5ポイント
　　　　　　（1） ○○○○　　（2） ○○○○　　（3） ○○○○
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２．キーワード 
　　キーワードは、本文の内容を端的に表現する3～ 5語とする。

３．注・参考文献の表記
①  注および参考文献の該当箇所は、本文の該当箇所の右肩にポイントを小さくして上付きで1）2）・・・

の番号を示す。
　【例】・・・である 1）。中沢秀夫 2）によれば・・・。
②文字の右肩に記した番号 1）2）・・・に関する注・参考文献は、文末に以下のように明記する。
文字の大きさはポイントを本文より一つ下げ、10ポイントとする。
・著者（編者や訳者等を含む）が複数の場合も、省略せずに全著者名を記す。
・同一著者による複数の文献が連続する場合も、文献ごとに著者名を省略せずに記す。
・欧文の文献は、書名または雑誌名を斜字体（イタリック）で表示する。
・ウェブサイトは、サイト名とアドレスを併記し、閲覧日も明記する。
　【例】

1）中沢秀夫（1992）：『草津温泉誌 第2巻』草津町、180-190頁。
2）中沢秀夫（1995）：「草津温泉の町並み保存」『地理学報告』、第5巻2号、15-25頁。
3）  1712（正徳2）年自序の寺島良安著『和漢三才図絵』巻第七十六「紀伊」項に「本宮ノ温泉在
湯峯」と記す。

4）前掲2）、18頁。
5）  Barker, M. L.（1982）：Traditional landscape and mass tourism in the Alps. 

Geographical Review, 72, pp. 395-415.
6）  Paldele, B.（1994）：Die aufgelassenen Almen Tirols.  Innsbrucker Geographische 

Studien, 22.
7）  長崎県観光統計 

http://www.nagasaki-tabinet.com/public/statistics/（2017年4月1日閲覧）

４．図・表・写真
①図と表はワード、エクセル、パワーポイント、写真は .jpg画像として作成し、本文に貼り
込み・挿入せず、別途にまとめて送付する。

②図番号は図1、図2、表番号は表1、表2、写真番号は写真1、写真2のようにする。
③本文における各図・表・写真の挿入希望位置を本文右の余白に朱書きする。
④図・表はそのまま印刷できるように完成されたものとし、大きさと文字のバランスを考慮す
る。

⑤図・写真のタイトルは下中央位置に、表のタイトルは上中央位置に表記し、図・表・写真の
下に出典・撮影日等を明記する。また、地図には縮尺と方位を入れる。

図1　○○○○○○○
（注）○○により筆者作成。 （注）○○により筆者作成。

写真1　○○○○○
（注）筆者撮影。2017年4月1日。

地図・グラフ
表

写真

表1　○○○○○○




